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三 肺穿孔

第 一 章 人 工 氣 胸 ワ文 獄 概 要

第 一 節 登 達 史 ノ要 約 セ リ.カ カル事 ヨリ伊太利 ノForlanini(10)・・]882

特 殊 療法 ノ存 セザル肺結核 ノ暗黒 ナル治療界 二 年肺結核療法 トシテ胸壁 ヨ リ人工氣胸 テ作 ルベ

突 如 トシテ光 明 テ齎 ラセルガ如 キ観 アル者 ・・十 キ事 テ創意 シ、1888年 初 メテー側性肺結核 患者

九世紀 ノ牛 バ ニ擁頭 セル人工氣胸療法 ナ リ.二 本療法 ヲ行 ヒ、1894年 羅 馬 二於 ケル馨學大會

ソノ沿革 ヲ案 ズルニBagliui(1)・ ・1698年 肋膜 テ ニ於 イテ爾2例 テ 追加 螢表 シ更 二]906年(11)詳

開 キタル爲 メニ肺 ノ損傷 ガ治癒 セル コ トラ経験 細 ナ ル治瞼報告 テ成 セ リ。Forlaniniト 無 關係

シ、更 二1822年 英 國 ノ生理學者Carson(2)・ ・肋 二米國 二於 イテMurphy:12)モ 亦 肺結核 二人 工氣

間 テ開 ク時 ハ肺 ノ萎縮 スルラ見 テ、 之 ラ肺 空洞 胸 テ作 リ肺 ラ安静 二保 チテ治癒 セ シ メ ン ト考

及 ビ肺膿瘍 ノ治療 二慮用 センコ トテ提議 セ リ。 へ18・J8年 之 ヲ學 會 二登表 セ シモ彼 ・・第1同 二

又1832年Ramadge(3)モ 同様 ナ ル 意見 テ述 くご 多量 ノ室氣 ラ肋膜腔 二迭 入 スル ノミニ シテ後補

タルモ、當時 ノ外 科的手法及 ビ化膿豫 防法 ノ状 充 ヲナサザ リシ爲 二、持綾 的数果 ナカリシテ以

態 ニテバ カカル重 要 ナル提 議 モ動 物試験 ノ域 ラ ツテ、米國 二於 イテハ本療法 ハ顧 ラレズ シテ終

脱 スル テ得 ザリキ。ソ ノ後Stokes(4)Hangkton〔5)リ ヌ。掲逸 ニテ・・1906年Brauer(14)及 ビ其 ノ門

Back{6〕Woillez(7}等 ハ 自然氣胸 ガ肺結核 ノ治癒 下 モ氣胸療法 ノ用ユベキ事 テ認 メテ、Forlanini

二好 影響 ラ及 ボ シ タ ル 例 テ報 告 シ
、次 イ デ ノ穿刺法 二因 リテ獲 スル危瞼 ヲ除 カンガ爲 二切

Rickter{8)・ ・185;年 浸 出性肋膜 炎後 二肺結核 ノ 開 法 テ創案 シ、實 際及 ビ理論 二就 キ相次 イデ重

治癒 セル例 テ、 又1880年Tousaint〔9》 ・・胸 水及 要 ナル螢表 テ成 シ、(1曳一(15)叉Saugmann(19)モ 亦

ビ氣胸 ガ肺結核 二好影響 テ及 ボセル コ トテ報告 穿 刺法 ノ危瞼 ラ除 カンガ爲 二氣胸装 置 ノ水銀墜
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力計 テ水座力計 二改良 シテ、針端 ガ肋膜腔 内 一

アル事 テー層明確 二認 メ得 ル様 二爲 セリ.彼 此

相侯 ツテー層本療法施術 二際 スル危瞼 ハ全 ク除

去 セ ラ レテ完成 ノ域 二達 セ リ。

カ クテ本療法 ハ「レン トゲ ン」學 ノ長足 ナル進歩

ト共 二Saugmann、(20ト(22)Schmidt、(23)Mosheim(24)、

Pigger(25)、Brun(26×2D、Muralt(28)(29)、Graetz(30)、

Spengler(31)i32)、Rube1(33)(34)、1.exer(35)等ノ幾多 ノ

研究 ト相倹 ツテ其治療的敷果 ヲ信 ズル者漸 ク多

ク追試者相踵 ギ其報 告績 出 スルニ至 レリ・

余 モ亦大正15年!2月 以 來 ノ京都市立宇多野療

養所 二於 ケル治験成績 ラ按 ジテ本療法 二封 スル

批判 テ述 くご、併 セテ漸 ク困難 ナ ラントスル多数

ノ文献 ノ探索 テ便 ニセ ンガ爲 二其等 テ玄玄二能 フ

限 リ列墾 セ リ。

第 二節 適 癒 症 二就 イ テ ノ諸 説

氣胸療 法 ノ治 療成績 二關 スル統 計的批判 ハ殊 二

其 材料 タル患者 ノ疾 患程 度及 ビ術式 ガ明白 ナラ

ザ ル〈ごカラザルテ以 テ余 モ亦弦 二煩 テ厭 ・・ズ是

等 ノ貼 ニツキテ略 述 セ ントスルモ ノナ リ。

本療 法 ノ創始 者Forlanini㈹ ハ各期 ノ亜急 性及

ビ慢 性一側性肺結核 ニ シテ肋膜 ノ癒著 ナ キモ

ノ、或 ハ肋膜癒 著 アルモ瓦斯厘iカ ニ ヨリテ之 テ

剥 離 セ シメ得 ルモ ノ、及 ピ雨側 ・性ナルモ急 性 二

非 ズ シテー側 ノミニ重 キ症歌 ラ呈 スルモ ノテ適

慮症 トシ、進 行 セル喉 頭或 ハ腸 ノ結核 及 ビ循環

器 其他 ノ重症疾 患 ア ル モ ノ テ禁 忌 トセ リ。

Brauer{・ η一(4・)モ亦適慮症 トシテ重症 一一側 性肺結

核 及 ビ中等度進行性 ノモ ノテ塞 ゲ、 尚 ホ條 件 ト

シテ手術 テ行 ハ ン トスルニへ 豫 メ充分 ナル期

間患者 テ観察 シ他 ノ保存的療法 ニテハ到底治癒

ラ期待 シ得 ザル時始 メテ行 フベ シ ト云 ヘ リ。爾

彼㈲ ハ古 キ非活動性他側 ノ病 的攣 化ハ氣胸 ノ非

適 磨症 ナ ラザル ノミナ ラズ他側 ノ輕 度 ノ症的攣

化 ハ人工氣胸 ノ爲 二治癒 セシ事 アル テ読 ケ リ.

是 レ人工氣胸 ニ ヨリテ主患側肺 テ虚 睨二陥 ラ シ

ムル時 ハ、輕症 ナル他側肺 二充血 テ惹起 スルテ

以 テ治癒 ノ結果 テ得ルモ ノ ト論明 セ リ。Ascoli(42)

モ亦 患側 二氣胸 テ作 ルモ他側 肺 ノ病竈 ガ大 ナ ラ

ザル時 ハ却 ツテ好影響 テ受 クル事 アルハ非虚脱

肺 ノ呼吸 ガ高 マ リ、 且 ツ虚 脱肺 ヨ リ毒素 テ吸牧

シ難 クナ リテ組織 ノ抵抗力 テ檜張 スル爲 ナ リト

言 ヒ、Baerqi3>モ 亦 氣胸 ハ其反封側 ノ肺 二生理的

好影響 ヲ及 ボス事 ヲ報 告 セリ。又Schur等 ㈹

ハ唯一側 ノ患部 二原 因 シテー般症状不良 ト推定

サ ルル場 合ハ適 磨症 ナ リ トナセ リ。

Kaufmann㈹1及 ビShilling㈹ ハ動物 實験 ニヨリ

テ氣胸部 二解剖學 的及 ピ機能的 二著 明 ナル障碍

テ起 セルテ見 テ本療法 ハ唯 ダ保存 的療法 ノ絶望

ナル際 ニ ノ ミ行 フベ シ ト云 ヘ リ。然 レ ドモー方

Tomaszewskic4n・ ・氣胸側肋膜腔 ノ内歴 ハ最 モ多

ク上葉 部 二加 ハル テ以 ツテ肺尖部結核 ノ初期 二

行 フテ最 モ有数 トシ、Fine㈹ ハ早期 二行 フ事 二

依 リ氣胸 二件 フ合併症 テ減少 シ、又他 ノ療 法 ニ

ヨリテ治癒 スルニ必要 ナル長 キ年 月 ハ早期 二人

工氣 胸 テ行 フコ トー ヨ リテ之 テ著 シク短縮 スル

事 テ得 ト云 ヒ、Cantani㈹ ・・進行 ノ傾 向 アル初

期 ノモ ノニ行 フベ シト云 ヘ リ。 即 チ氣胸 テ行 フ

時期 ニ ツイテハ重症 ニ シテ他 ノ療法 ノ数果 テ認

メザ ル揚 合二始 メテ行 フ〈ごシ トナスモ ノ ト、早

期 二行 フベ シトナ スモノ トア リ。 前者 ラ支持 ス

ルモノニJessen(50)、Mauralt〔51)、Zink【52)、Harms〔53).

Cocke(s4・)、糸川〔55)、Matson㈹、Carling(5η.Feldma-

nn〔58)Alexander(59)、Rickmann(60)、Deist㈹ 等 ア

リn後 者 二 囑 スル者 ニハRubinstein6)2)、Holz-

mann(63)、Vaucher(64)、Joress(65)、Schwalm㈹ 、

Burrell㈹ 、Shaw(68)、Zironi(69)、 桂(70)、Ebertl71).

Neumayerc72)、Baillet(73)等 ア リ。

禁忌 トシテ第 一 二重症 ノ雨側 肺結 核、次 イデ腸

結核 、進行 セル喉 頭結核圏 ・岡嫡其他腹膜 及 ピ腎

臓 ノ結核性及 ビ非結核 性攣 化閣=紹 ・隅:(81)'循 環

器疾 離 銀 隅'㈹ 糖 尿病 闘:圏二肺氣腫 総87圏:鰍

他 ノ重症疾 患、50歳 以上 ノ患者55)・(91)及ビ無智

若 クハ無思慮 ナル者(91等 ガ從來屡 グ ラル レドモ

其後適癒症 ノ範園 ガ漸次櫨 大 セ ラレテ、近 時ハ

Baumann(9・o)ノ 唱 ヘル ガ 如 ク禁 忌 ハ代償機能 テ

失 ヘル心臓撫膜症及 ビ腸結核 ノ ミ ト ナ ス者 多

久 爲 二近時 二於 ケル氣胸療法 二依 ル治癒結 果
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ハ昔 時 ノ夫 ヨリ不良 トナ リシモ、一面 ニハ維望

的 ノ症 状 テ有 スル者 テ救 ヒ得 ル事 モ多 クナ リタ

ルガ如 シ。

第 三 節 治 癒 機 轄 二關 スノレ諸 説

本療法 ノ治癒機韓 二關 ス ル 先人 ノ諸詮 テ見 ル

ニ、大膿ニ ツニ分 ツ事 テ得
、即 チ器械論 ト循駿

設 トナ リ、前 者 ・・最初Forlanini(92)ノ 唱 ヘ タル

モ ノニ シテ、肺 麿 ノ如 キ著 シキ病的攣化 ラ誘起

スルハ該器官 テ縄 ヘ ズ機能的蓮動駄態 ニ アルガ

爲 一 シテ、氣胸 二依 リテ其蓮動 テ抑制 スル事 テ

得 レバ肺 ノ破壌作用及 ビ其 ノ進行 テ止 メ且 ツ室

洞形成 ラ防邉 シ、 叉既 二形成 セラレタル室洞壁

テ接近 セ シメ以 ツテ癒痕形成 ヲ促進 シ治癒 二導

ク ト考 フル者 ナ リ。Murphy(93)ガ 外科的結核、

例之骨結核 二於 ケル局所 安静療法 テ肺結核 ノ場

合 二慮 用 セ ントセルモ同一 ノ理 由二由ルモ ノナ

リ。而 シテSaugman(94)Rubel(95}DeBonis(96)

等 モ、肺臓 ノ結核形 成 ノ重要素 ハ該器官 ノ絶 エ

ザル蓮動 二由 ルモ ノニ シテ、 コ レテ静止歌態 二

置 クコ トハ結核 ノ登 生及 ビ進行 ノ要約 テ除 クモ

ノナ リ トセ リn

循 環読 ・・Brauer(9η 等 二依 リテ唱 ヘ ラル ル者 ナ

リ。 帥 チ彼 二依 レバ肺虚脱 ノ結果、肺 中 ノ血液

及 ビ淋 巴液 ノ循環 ハ緩 徐 トナ リ病竈 ヨリ生 ズル

毒素 ガ全身 二循環呼吸 セ ラル コ トヲ減 ジ、却 ツ

テ局所 二謬滞 シテ刺戟 テ與 へ結締織 ノ増殖 ヲ來

タ シ病竈 テ包 園 スル ニ至 リ、他方毒 素 ノ吸牧減

少 ノ爲 二全 身障碍 ヲ輕減 スルト云 ヘ リ。Jagi6,㈹

Bruns(99)、Joress(100)、Livierto(川)、Graetz'io2)、

Karpilowsky,(103)Jessen,(104)モ 亦 同様 ノ意見 テ

述ベ タルモ、唯Czerniki(105)、Bruns(106)、 有 馬(124)、

等 ハ虚脆肺 ハ貧血 ラ起 ス トナ シ、Lindblom・(ioη

Steinback(108)、Karpilowsky(10s)等 ハ慶血 テ來 タ

ス トナセ リ.

又近時免疫學 的見地 ヨ リ設 明テ與 ヘ ン トスルモ

ノア リ。 自PチFornaroli(100)・ ・結核 ノ登 生・・殆 ン

下常 二生物 ノ発疫學的反慮 ト關聯 スルモ ノニ シ

テ活動性結核 ハ生物 ノ感染 テ表 スモ ノニ非 ズ シ

テ、冤疫的反慮 テ失 ヒタル感 染現象 ノー部 ニ ス

ギザル テ以 ツテ、氣胸 テ作成 ス レバ生物 テ結核

病竈 ノ影響 ヨリ遠 ザケ全発疫力 テ感 染 セル少局

部 二集中 セ シムル事 テ得 テ感染 現象 ト免疫現象

トノ間 二李衝 ラ生 ぜ シ ム ル 者 ナ リ ト云 ヘ リ。

Carpilllo)、Pigger(111)、Courmont(1121、 【Coolebro-

ck(ii3)、Braunsiie,、淺 井(115)等 ハ人.Tl氣胸 テ施 セ

ル モ ノニ於 イテ発疫状態 テ研究 シ、本療法 ノ数

果 ハ血清 ノ凝集 力及 ビ 「オプソニ ンインデ ツク

ス」ノ高 マル爲 ナ リトシ、Sobak「1'σ'、Staub(11η、

Bakradze(ii8)meerson(119)、Neumann(i20)、 等 モ氣

胸 ノ数果 ハ免疫現 象 ノ攣 化 ニ ヨルモ ノトセ リσ

又有馬 ノ門下 タル小野、 金 山、高 見 軸 ハ動物

實験 ニ ヨリ胃液分 泌、膵液分泌 ノ充進 スルテ認

メ、木村、金山(122)ハ肝 臓 ノ機能 充進 テ言登明 シ、

金 山、'鴎ハ患者 二就 イテ氣胸 前後 ノ水代謝 テ験

シテ401`)-501、ccm氣 胸 ノ翌 日・・非常 二良好 ト

ナルモ、11以 上 ナ レバ 不良 トナルテ見 タリ。之

ニ ヨリ有貯12蛎 ・人 工氣 胸 ノ全 身諸器官賦活作

用 アル事 モ治癒 機轄 ノー部 ナ リト主唱 セ リ。又

同僚 新宮a25)ハ 當 所 ニテ氣胸家兎 ノ基礎 新陳代

謝 テ検 シテ家兎 ノ罷重 ガ減少 セザル程度 二氣胸

テ纏緬 セル場合 ハ窒 素排泄減少 テ來 タシ、窒素

新 陳代謝 二有利 二=影響 スル ト云 ヒ、菊 池陶 ハ肺

結核患者 二人工氣胸 チ行 ヒ、施 術前 基礎 新陳代

謝 ノ高値 テ示 メス者 ニ アリテハ概 シテ基 礎新 陳

代謝 ハ下降 シ、 コ ノ下降 ハ施術 二三同後 二著 明

ニナル ト云 ヘ リ。

就 二先人 ノ説 ケル ガ如 ク患 肺 ノ病竈歌態 及 ビ其

二磨 ジテ途 入 ス〈ごキ瓦斯 ノ量拉 二肋膜癒 著 ノ度

二慮 ジテ 憂更 セザルベ カラザ ル 歴力 ノ程度等

ノ問題 ハ氣胸 ノ数果 テ原 因的 二左右 シ得 ル者 ナ

ルモ是等 ハ又更 二胸腔 ノ大小 ニ ヨ リテ大 イニ異

ナル ノ ミナ ラズ、 患者 ノ膿位 ニ ヨリテモ異 ルモ

ノニ シテ、横臥位 二填 充 シテ立位 テ取 ラ シムル

時 ハ歴 ハ高 マル ト云 ヘ ル者 アルガ如 ク、全 ク個

人 的 二大 ナル相違 ヲ生 ズル者 ナル事 テ知 ラザル

ベ カ ラズ之 テ要 スルニ氣胸療法 ノ数果 二關 スル

原因的説 明ハ凡 テ推説 ニ シテ、恐 ラクハ種 々ノ

要件 ガ協 力 シテ治癒機鰺 トナルモ ノナ ラザルベ
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カ ラ ズ 。

第 四 節 完 全 氣 胸 ト部 分 氣 胸

人 工氣胸 ニ ヨリテ假 リニ結 核肺 テ治癒 セ シメ得

ル トスルモ、其治癒 機縛拉 二其 目的達成 ノ爲 ニ

ハ、氣胸 ノ程 度及 ビ其 纏績期間 ハ重大 ナル關係

ラ有 スルモ ノナ ラザルベ カ ラズ。 即 チ氣胸 ノ敷

果 ハ能 フ丈 ケ患側肺 テ完全 二歴迫 スル事 ニ ヨリ

得 ラル〈・キヤ、或 ハ肺 ラ唯弛緩状 態 二置 ク事 二

依 リテ得 ラル〈ごキヤ ニ 就 キ テハ學 者 ニ ヨリテ

種 々異論 ア リテ未 ダ決 セザ ル所 ナ リ。 帥 チ完全

氣胸 ト部分氣胸 トノ治癒 赦果 ノ優 劣 二關 スル文

献 テ検討 スルニForlanin(12η ・・肺臓 ノ完全 艀止

テ以 ツテ人 工氣胸 二依 ル治療 目的 ヲ達 スルモ ノ

ナ リ トシ、初 同 ニハ僅=L)OO-300ccmノ 瓦斯 テ

途 入 スルニ過 ギザ ルモ其 ノ後 ハ日日補充 テ行 ヒ

テ呼吸音 ラ全 ク聞 キ得ザ ルニ至 ル必要ナ リ ト設

ケ リ。

Saugmann(128)・ ・最初肋膜腔 内 ガ 陰歴 ナ ル限 リ

500ccmテ 入 レ次 二2日 目毎 二補充 シテ終 二完

全 歴迫 二達 シ水柱歴 十5-十10cm二 至 リテ之 テ

纏緬保 持 スルモ、若 シ肋膜 二癒 著 ア リテ氣胸腔

小 ナル時 ハ十20-十30cm迄 二爲 ス〈ごシ ト云 ヘ

リ,又Brauerl12))・ ・最初500-]000ccmノ 瓦斯 テ

迭 入 シー雨 日後 二補 充 テ行 フモ、途 入瓦斯量 ハ

胸腔 ノ状態 ニ ヨリテ異 リ專 ラ量 ヨリモ座 力關係

ラ重要 トナセ リ。但 シ暴力 テ以 ツテ肺 臓 テ座迫

スル ゐ 非 ズ シテ、之 テ可及 的静止 セ シムル ニ

アル ガ故 二、 時 ニハ胸腔腿 ハ吸氣時 二尚陰歴 ラ

示 スモ可 ナル事 ア リテ張 ヒテ陽巫 ニセンガ爲二

暴 力 ラ加 フル ハ誤 ナ リ ト云 ヘ リ.カ クノ如 ク患

部 テ可及的静止 セシメントスル者 一、Brauns,(130)

Zink(i3i)、Shaw'132)、Burnand(i33)Morelli!i:i")、Well・

mann(135・等 ア リ、然 レ ドモ亦他方Krause(136)ハ

1年 以 上完全氣胸 テ行 ヒタル者 二於 イテ肺組織

ノ膨脹不全性硬憂 ラ來 タシ肺臓 ノ再 ビ横張 ノ得

ザ リシ2例 ラ報告 シ、Jessen(13n・・完全氣胸 ノ者

ト部分氣 胸 ノ者 トノ治療的敷果 テ比較 シテ前者

二於 イテハ治癒率利脈 高 キモ死亡卒 ハ後者 ヨリ

遙 カニ高 キテ見 テ、 淋巴液 ノ流動 ラ妨 ゲ毒素 ノ

吸牧 テ減 ズルハー般症状 テ輕快 ナラ シムル主因

ナル テ以 テ、此 爲 ニハ必ズ シモ完全氣胸 ナル事

ラ要 セズ シテ部分氣胸 ニテモ目的 ラ達 シ得 ト云

ヘ リ
。

叉Meerson(1:8)・ ・氣胸 ノ数果 ・・免疫 生物學 的状

態 ノ攣 化 二存 シ完 全氣胸、 部分氣 胸 ノ敦 レニテ

モ同様 二毒血症 テ除去 シ得 ル ノミナ ラズ、完全

氣胸 トナス時ハ結核 病竈 ノ ミナ ラズ健康部 ニモ

結締織増殖 ラ來 タ シ膨脹 不全 テ起 コスモ部分氣

胸 一テハ健康 ナル反側 肺 二過 重 ナル員澹 ナ ク、

且 ツ氣胸施 術 二件 フ合併症 モ少 クシテ氣胸終 了

後 ハ患側肺 中 ノ健康 部 ハ完 全 二解剖學的蛇 二機

能 的 二蕉 二復 スル事 テ得 ルラ以 ツテ部分氣胸 ラ

推構 ス トナ シ、 梅 谷139)、Geeraerd(140)・ ・浸出液

ハ高歴 ノ爲誘起 セ ラルルテ以 ツテ高歴 ハ避 クベ

シ ト云 ヒ、木村(141)ハ特 登 性氣胸 テ有 スル患者 ノ

肝臓 ノ色 素排泄 ハ其肺 ノ虚 脱度及 ビ肝臓腫大、

鯵血程度 二比例 シテ不良 トナ リ、胸腔 内歴 テ減

弱 セ シメル事 ニ ヨリ肝臓機能 漸次恢復 ス ト云へ
の

リ。而 シテ部 分氣 胸テ推構 スル者 二Gwerder,ae)

Gannenfeldt(143)、 糸 川(14・F)Giraud(145)、Deist(1鰍

Bendove(IM、Fine(148)、Barlow(149)、 有 馬に50)島田、

(151)Genevrier(132)等 ア リ
。之 テ要 スルニ完全氣

胸 ト部分氣胸 ト・・各一 得一失 ア リテ今 日爾断定

ラ下 シ難 キモ、唯 生命 テ脅 スガ如 キ大 喀血 二際

シテハ他 テ考慮 スル事 ナ ク完全氣胸 作成 テ要 ス

ト信 ジテ可 ナ リ。故 二余等 ノ例 ニテノ・普通最初

二弛緩氣胸 テ作 リ
、 臨男木的立立二「レン トゲ ン」線

的観察 ノ下 二各 自 二適 スル氣胸 状態 テ持綾 セシ

ムル事 二力 メタ リ.例 之室洞又 パ喀血 アル者及

ビ氣胸 二償 レテ胸 内歴迫感、 心悸 充進 等 ラ訴 ヘ

ズ且.ツ盟重減 少 セザ ル者 ニハ瓦斯 補充量 ヲ多 ク

シテ、完全氣胸 ノ状態 二至 ラ シメ反之上記 ノ自

魔症状 アル者、膿 重減 少 ノ傾向 アル者及 ビ臨 沐

上反封側 二水泡音 テ登 セル者等 二・・後充填 ノ際

二瓦斯 量 ラ減 ジ且 ツ巫 テ減 ゼ リ
。

余等 ノ経験 二從 ヘバ、肋膜 癒著無 キ者 ニテハ、・

肋膜 腔 内 ノ呼氣 時 ト吸氣 時 トノ歴差 ノ中鮎 ガ零

若 シクハ零 二近 キ時 ハ、 「レン トゲ ン」透覗 ノ際
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二氣 胸肺 ノ外側縁 ガ略 支乳線上 ニ アリテ
、 ヵカ

ル歌態 ハ本療法 ノ目的 ヲ達 スルニ最 モ適 スル ガ

如 シ。

次 二目的 トスル氣胸状態 テ維持 セ ンガ爲 ニハ瓦

斯補充期間 ヲ凡 ソー定 セザ ルベ カラザル モ、之

ハ膿蓮動、熱 咳漱 等 二依 リテ瓦斯 ノ吸牧状態

ガ影響 セ ラルルラ以 ツテ個人 的 二大 二攣化 セザ

ルベ カラズ。更 二最 モ大 ナル關係 テ有 スルハ肋

膜歌態 ニ シテ、一般 二氣 胸側 ノ肋膜 ハ氣胸機綾

ト共 二漸次肥厚 シテ瓦斯 ノ吸牧 テ害 スル コ トハ

既二経験 セ ラレタル庭 ナ リ(153x埆.其 他肺 ノ健

康部 ハ病竈 部 ヨリモ瓦斯 ラ吸牧 スルコ ト早 キ ラ

以 ツテ病竈 ノ大小 モ亦大 二關係 ス。或 ハMae-

ndl053)二 依 レバ女子 ・・月経 時 二・・瓦斯 ノ吸牧速

ナ リ ト謂 フ。 故 二瓦斯補充 ノ間隔 ハ何等一定 ス

ル塵 ナ シ。

第 五 節 氣 胸 纏 績 期 間

前節 ノ冒頭 二記 セル如 ク、氣胸 ノ纏綾期間 ハ治

療上 ノ重大要件 ナル モコ レテー定 スル事 ノ・困難

ナ リ。要 ハ病竈 部 ノ治癒 セル事 ヲ確認 シ得 ル時

期 ナ ラザルベ ヵラザルモ、氣胸肺臓 内 ノ病竈 ガ

治癒 セルヤ否 ヤラ明 ラカ ニスル事 ハ至難 ト云ハ

ザルベ ヵラズ。文献 テ見 ルニ、最初Foralnini(i55)

ノ・再號 テ防 グ爲可及的長 ク纏i績 スル ヲ可 トシ、

Jaquerod(15¢ ・・出來 レバー生歴迫歌態 ラ纏績 ス

ベ シ トナセ リ.然 レドモmaendl(15Dハ 氣 胸作成

後、4ケ 月 ニ シテ他側 二肺炎 ラ褒 シテ死 セルー

婦人 ノ解 剖 ラ行 ヒテ、其結核病竈 部 ガ ヨク結締

織 ニテ包園 セ ラ レタル ヲ見、叉氣胸 テ4ケ 月纏

綾 シタル患者 ニテ治癒 セル者 アルテ報 告 セ リ。

Brauer(iss)ノ・1乃 至2年 間纏綾 シタル後 ・・喀疾 、

熱盟 重 ソノ他 ノ他魔的所 見 ハ留意 シ徐 々 二慶 ス

ベ シ ト云 ヒ、Jessen(159)ノ・氣胸纏績 ノ・長 キ程確實

ナルモ李均2年 以上 ナ ル テ 要1ス ト云 ヘ リn

Baer(i60)ノ ・2乃 至3年 テ普 通 トス ル モ 早 期 ノ者

ハ1乃 至1年 牛 ニ テ 可 ナ リ ト シ、 早 期 ノ室 洞 ニ

シ テ牛 年 ニ テ 消 失 ス ル モ ノ テ 見 タ リ ト云 ヒ、

Rubinstein(i6i)・ ・慢 性t・Ell'殖性 ノ モ 〃 ・2年.重 症

特 二浸 出 性 ノ モ ノ ハ2乃 至3年 ノ纏i緬 テ要 ス ル

モ 、 早 期 ノ モ ノ ハ短 期 ニ テ可 ナ リ ト 云 ヘ リ。

Grav6sen(181)ハ3乃 至5年 。Tidestr6m(182)・ ・一 ・

般 二2年 乃 至3年 間 纏 績 セ シ メ 短 キ ヨ リ長 キ ヲ

可 ト ス ト云 ヒ、Rist(183)・ ・4年 乃 至5年 間 纏 績 ス

ル ヲ必 要 ト シ、 殊 二 女 子 ガ結 婚 セ ン ト セ バ 閉 鎗

性 ト ナ リ シ後 、 猫2年 間 纏i績 シ タ ル 後 ナ ル ベ ク

ソ ノ後 、 出 産 マ デ績 クベ シ ト圭 唱 セ リ。 其 他1

乃 至2年 ニ テ 可 ナ リ トス ル者 二Saugmann(162)、-

Neumann(163)、Brauns(164)、Arnspergerロ65)、Lesc--

hke(i6m、Kofred(16η 、Harms'168)、Zinn(169)等 ア リ。

又2乃 至3年 トス ル 者 二Zink、(170)Epstein(171)、

Ringer(172)、Samson(173)、Saxtroph(i74J、Burna-

rd(175)、Liebe(17の、Pr6vost(177)、Deist(i7s)、Jessen(179)、

Arni(180)等 ア リ。

上 述 ノ如 ク術 者 ニ ヨ リ、 又 彼 等 ノ材 料 タ ル 患 者

ノ疾 患 程 度 ニ ヨ リ テ、 纏 綾 期 間 ハ 匠 々 ナ レ ド

モ 、 大 膿 早 期 輕 症 ノ モ ノハ 比 較 的 短 日 月 一 テ 可

ナ ル モ 、 重 症 殊 二浸 出 性 ノ モ ノ ニ 於 イ テ ノ・長 期.

間 ノ纏 綾 必 要 ナ ル ガ 如 シ。

余 等 ハ 完 全 二 閉 鎖 性 トナ リ喀 血 テ 見 ズ 且 ツ ス ベ

テ ノ毒 素 性 症 状 消 失 シテ 、 勢 作 二 耐 ユ ル ニ 至 レ

ル 時 ハ 退 所 就 職 セ シ メ、 外 來 患 者 ト シ テ 瓦 斯 補 一

充 テ行 ヒ、 次 イ デ 自覧 的 拉 ビ ニ 他 蜀 的 所 見 二 異.

歌 ナ キ テ認 ム ル ニ至 レバ 漸 次 補 充 瓦 斯 量 ラ 減 少

シ、 歴 テ低 カ ラ シメ 終 二 氣 胸 ラ 磨 シ テ 肺 ラ原 ナ伏

二復 セ シ メ タ リ。 然 レ ドモ 余 等 ノ場 合 ノ如 ク数

育 程 度 ノ低 キ患 者 ラ牧 容 セ ル 所 ニ テ ハ 、 徹 底 的

二 完 了 ノ域 二達 ス ル 迄 纏 綾 セ シ ム ル ハ 困 難 ナ ノレ

事 多 シ。

第二章 適磨症二劃スル余ワ標準

本邦 ノ現歌ハ結核專門署師ガ輕症患者二接 スル

事少 クシテ主 トシテ重症患者 ノミテ手 ニスル事

多キヲ以 テ、適慮症 ノ選揮ハ寧 ロ嚴正 ナルテ可

トスベ シ。余等 モ亦臨林上 ノ所 見 ノ他 二全部 「レ

ン トゲ ン」爲眞 ニ ヨル嚴密 ナル診断 ヲ下 シテ著

明 ナル合併症 ナキー側 ノ肺 結核 ニ シテ可及的一 一
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葉 ノ疾患 ナル事 テー般 的基本條件 トシ、附加條

件 トシテハ現在開放性患者 ナル カ或 ハ菌 テ喀 出

セザ ルモ現在喀血 スル者 力、1又ハ考フベキ程度 ノ

登熱.例 ヘバ 凡 ソ1ケ 月以 上 二亙 リテ37度5分

乃至38度 泣 ノ熱 瑳 テ有 シ且 ツ咳漱 テ有 スル カ、

或 ハ1、2ケ 月位 ノ近 キ過去 二疾 中 二血液 ラ混 ジ

タル事 明 ラカニナル者等 二限 ル事 トセ リ.只 時

二他側 二小 ナル非活動性病竈 アル者 テモ適 慮範

園 内二容 レタル事 アリ。 而 シテ1ケ 月以上 ノ臨

躰 上 ノ経 過 ト腿置 トテ加 ヘ テ、 ソノ豫後 ガ明確

二不良ナル最重症者及ビX線 窮眞上 ノ所見如何

二拘 ラズ現在停止状態若 クハ保存的療法 ニテ明

二治癒傾向 アリト認ノラルル者ニハ施術 セザル

事 トセリ。

狢余等ハ内科的療法ニテハ豫後 ノ暗澁ナル患者

テ選ベル上二本療法 ノ数果 モ亦縄封的ナ リト信

ジ難 キテ以 ツテ、施術 二先 チ豫 メ患者 ノ近親ニ

ー定 ノ設明テ與ヘテ其承諾 テ得ル等 ノ注意テモ

怠 ラザ リキ。

第三章 余 ワ執 レル術式

本療 法施 行 ノ術 式 二穿 刺法 ト切開法 トア リ、前

者ヲ 夏 ラニ鋭穿刺 法 ト鈍 穿刺法 トニ分 チ得。各

術 式 ノ優 劣 二就 キテハ從來種 々論 雫 セラ レタル

塵 ナルモ本療 法 ノ研究灰 ビ技術 ノ進歩 二件 ヒ現

今 ニテハ穿刺法 廣 ク世 二行ハルルモ、余等 ハ上

記 ノ如 キ標準 ニテ選澤 セル患者 テ封照 トセルテ

以 ツテ可及 的安全 テ期 セ ンガ爲二、最初 ノ氣胸

作成 二際 シテハ切開法 又ハ鈍穿刺法 テ用 ヒ、氣

胸作成後 ハ專 ラ鋭穿刺法 ヲ行 ピタリ。装置 ハ初

メ永井式 ラ後 二Grass式 テ、針 ハMarshal及

ビRiviereテ 用 ピタ リ。 術 式 テ略述 セバ次 ノ

如 シ。

一 鋭穿刺法

施 術 ハ患者朝起後 ノ室腹時 二行 フ。室腹時 ニハ

横 隔膜 ノ昂上低 キラ以 ツテナ リ。患者 ラ手術毫

上 二横 臥 セ シメ2%「 バン トPtン 」液0.5琵 テ皮

下 二注射 ス。 コ レヨリ患 者 テ沈静 ナラ シムル ト

共 二術 中及 ビ術後 ノ吻 軟テ減 ゼ シムル テ以 ッテ

後 述 ノ皮 下氣腫 ノ登生 テ防 グ事 ヲ得 ベ シ。次 イ

デ前後腋 窩線 間 ニテ第4乃 至第7肋 間 ノ皮膚 テ

外科 手術 二於 ケル ト同様 二消毒 シテ穿刺部 ノ皮

下及 ビ皮 下へ0.5%「 ノボ カ イン」テ注射 シ、全氣

胸装 置 ヲ検 シテ歴力計 テ零 トシテ鋭針 テ刺 ス。

針尖 ガ肋間 二入 リタル事 ラ歴力計 ニ テ知 ル時 二

徐 々二瓦斯 ラ迭 入 ス。 余 ハ第1同 氣胸 作成 二本

法 二稼 リタル事 ナ ク只瓦斯 補充 ノ際 二本法 二從

ヘ ル ノミナ リ。

二 鈍穿刺法

本法 ハ次 二述 ブル塵 ノ切 開法 ノ煩 テ避 ケンガ爲

二考案 サ レタルモ ノニ シテ、小 刀若 クハ フラン

2ノ 「シュ子 ノペルJテ 以 ツ テ皮 膚 テ 切 リ タル

後、鈍針 テ ソノ創孔 ヨ リ描入 シテ軟部及 ビ肋膜

テ穿通 スル方法 ト、 シュミ.ト ノ如 クニ重套管針

ノ外管 テ短 キ鏡針 トシ、之 テ以 ツ テ 皮膚 テ貫

キ次 イデ鈍 針 テソノ外管 ラ通 ジテ播 入 スル方法

トア リテ、 現今專 ラ第1同 ノ氣胸作成 二際 シテ

用 ヒラレ切 開法 二代 ハルモ ノナ リ。余等 モ亦肋

膜癒著 ノ存 セザ ルテ認 メタル者 ニハ シ、ミ.ト ノ

套 管針 テ用 ヒテ行 ピタ リ。

三 切 開法

第1同 ノ氣胸作成手術 二際 シテ最 モ危瞼 ナル偶

登症 トシテ恐 レラ レタル 肋膜 「シ ヨ.ク 」及 ピ瓦

斯栓塞 テ防 ガ ンガ爲Brauer(塒 ノ創始 セル方法

一 シテ.鋭 穿刺法 ニ テ述ベ タル ト同様 ノ準備 ノ

下 二小刀 ニテ皮膚 テ切 開シ以下 ノ軟部 ラBrauer

ノ小 ナル鈍 鉤 ニテ開 キ胸 壁肋膜 二達 シテ其状態

テ良 ク見 テ初 メテ、「スチ レット」ラ有 スル套管針

テ以 ツ テ肋膜 テ穿通 スル者 ナ リ。次 イデ「スチ

レ・ト」テ抜 キ墜 ラ検 シナガ ラ瓦斯 テ途 入 ス
。余

等 モ專 ラ第1同 氣胸作成 二際 シテ用 ピタ リ。若

シ胸腔 下部 ノ肋膜癒著著 シキ時ハ前面第 二肋間

叉 ハ背面 ニテ肩脾骨 間 ラ選 ブ事 ア レ ドモ共 二不

便 ナ リ。

余等 ハ通 常第一 同 ニ ハ瓦斯300-500ccmテ 逡
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入 シテ直 二筋膜及 ピ皮膚 ノ縫合 テ行 フ。 瓦斯 ハ

徐 々二途 入 シテ終歴 ハ肋膜癒著 ノ程度 ニ ヨリ異

ルモ水歴 十10cmテ 超 エ シメズ。

使用瓦斯 ハ炭酸 瓦斯最 モ刺戟少 ナキモ、多 ク ノ

人 ハ室氣 テ用 フ。實際的 ニハ刺戟少 ナ クシテ吸

牧 セ ラル ル事尤 モ遅 キモ ノテ最良 トスルテ以 ツ

テ余等 ハ窒 素 テ使用 セ リ.是 等 ノ氣膿 ハ其 自身

既二肋膜 二封 シテハ異物 トシテ多少 ノ刺戟 テ與

フル ノ ミナ ラズ、温度低 キ時 ハ更 二刺戟 テ強 ム

ル テ以 ツテ冬期 ハ瓦斯 ラ温 メテ用 ピタリ.

猶 余等 ハ使用瓦斯 ハ硝子管 内 二滅菌 シタル綿 テ

充填 シタル濾過層 テ通過 セ シムル ノミー シテ、

既 二有害菌 ヨリ十分完全 トナル事 テ實験的明 ニ

セルモ更 二昇禾 水中 テ通過 セ シノタ リ。

第四章 統計的観察

第 一 節 適 磨 率 及 ビ 氣 胸 作 成 率

當 療 養 所 二於 イ テ大 年15年12月 ヨ リ昭 和6年

1月 末 迄 二牧 容 セ ル 患 者 練 数1106名 中 前 述 ノ

適 慮 症 ト診 定 セ ル 者 ハ212名19.2%ナ ル モ 患

者 ノ癒 諾 ラ得 テ 施 術 セ ル ハ153名13.8%ナ リ

(第1表 参 照)。 是 等153名 二 就 イ テ 今 日 ノ現 在

歌 態 テ調 査 シ タ ル 者 即 チ本 統 計 ノ材 料 ナ リ。

施 術 セ ル 是 等153名 中 有 敷 氣 胸 作 成 二成 功 セ ル

者 ハ85名55・5%(患 者 耀 数 二 封 シ7・7%1弓 蚤度

ノ肋 膜 癒 著 ノ タ メ 不 成 敷 一 終 リ シ者 ・・68名

41.5%(患 者 総 数 二封 シ テ ハ6・2%)ナ リ(第2

表 参 照)被 施 術 患 者 ノ 施 術 前 後 ノ臨 躰 所 見 テ表

示 セ バ 第3表 甲 及 ビ乙 ノ如 シ。

適 慮 症 二 關 ス ル文 献 ラ按 ズ ル ニ 持 木 ハ726名 中

24名 約17%(185)、Jessenハ1400名 中194名

14%(18の 、Schr6der・ ・5620名 中228名 約4%(lsの 、

Kertzmannハ607名 中56名 約11%(ls8)、Mor・

rissハ2886名 中75名2.66%(189)、Neuburger

ハ4066名 中122名3%(190)、Kellerハ583名 中

23名 約4%(191)、Arniハ2333名 中335名14%(192)、

Matzハ588名 中 約3%(193)、Belcingateanuハ

約12%(1蹴Helmsハ10乃 至15%i9・5】 、Crocket

ハ10%(196)等 ニ シ テ 即 チ是 等 ノ適 慮 傘 ハ 卒 均 約

10%ナ リ。

次 二被 施 術 者 中 ノ有 数 氣 胸 作 成 不 能 率 テ見 ル ニ

Zinkテ24%(19η 、Saugmann22%9④ 、Keller

37.5%(199)、 且arms22.3%(200)、Zinn24.7%(201)、

Alvermann39.4%(202)b桂6%(203)、Frimodt29.

4%(20e、Arni25%(205)、Vulfovi乙20%(20の 、Rick-

mann24・ う%(20の 、Scharl32.5%(208)、Begtrup

3]%(209),Angelini26%(210),Tidestr6m28.4

%(21)、Wifrtzen31.8%(212)、Saugmann30%(2h3)、

Helms50%(214)、Kertzmann4096(215)、Peers

27.5%(216)、Dorn18.6%(217)、Saxtroph29

%(218)、Morelli15%(2`9)、Carling18.5%(2201'、

Liebe29.8%(221),Kobred,45%「222),Helens

34%(223)、Shortle19.7%(22{)、Adelung11.9%

(225)、Webb25.3%(22e 、 持 木7996(229)、King

37.5%(228)、Rostoschinsky30%123)〕 、Brauns

9・1%(230)、Bonsdorff30%(?31)等 ニ シ テ、是 等 氣

胸 作 成 不 能 傘 ノ李 均 ハ28・7%ナ リ。EPチ 不 能 率

ノ低 キ ハ6%高 キ ハ79%ニ シ テ 余 等 ノ場 合 ノ

44.5%ハ 李 均 率 二 比 シ テ カ ナ リ高 シ。 ー ノ理 由

テ考 察 ス ル ニ余 等 ノ療 養 所 二來 ル患 者 ノ十 分 ノ

七 ハ 入 所 當 時 飢 二全 肺 テ侵 サ レ タ ル者 ニ シテ、

シ カ モ 其 多 クハ 僅 二1年 前 後 ノ絵 命 テ 有 ス ル ノ

ミ ト診 定 シ得 ル 程 度 ノ最 重 症 者 ニ シ テ 、 其 他 ノ

適 鷹 者 ト認 ノ ラ ル ル者 モ 相 當 程 度 ノ肋 膜 癒 著 ヲ

有 ス ル者 多 ク是 等 ノ中 ヨ リ患 者 ラ選 揮 シ タ ル 爲

ナ ラ ン。 猶 余 等 ガ縮 患 者 撒 ノ約 十 分 ノー 二 相 當

ス ル最 輕 症 者 テ不 適 慮 トナ シ タ ル ハ 、 作 成 傘 テ

低 下 セ シ ム ル ト共 二不 成 数 率 テ高 メ タ ル原 因 ト

ナ ル ベ シ。 持 木 氏 ノ約79%ノ 不 能 率 モ 余 等 ト

同 ジ ク公 立 療 養 所 二 於 イ テ行 ハ レ タ ル成 績 ニ シ

テ、 之 二反 シ不 能 傘 低 キ 椎 氏 ノ6%ハ 帝 國 大 學

署 院 二於 イ テ行 ハ レ タ ル 結 果 ナ ラ ン カ。 即 チ患

者 牧 容 所 ノ異 ナ ル ニ從 ツ テ牧 容 患 者 ノ疾 患 程 度

ノ異 ナ ル ハ 奇 ト ス ル ニ 足 ラ ズ 。 從 ツ テ ソ ノ作 成

率 二 相 違 ノ生 ズ ル ハ 當 然 ト云 フ ベ シ。

第 二 節 患 側 別 及 ビ 性 別
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氣胸施術 患者総数153名 中男100名65.4%、 女

53名34.6%ナ リ。 男女 テ通 ジ右 テ患側 トスル

者100名65・4%、 左 ノ者 ハ53名34.6%ナ リ。

患側 テ男女別 二見 ル 時 ハ 男 ハ 右側69名69.0

Alvermann(232)

ーー) 西(233)

一{髪

菊名{二

一 一n-{婁

桂(235)

Harms(23の

計

一{髪

%、 左 側31名51.0%、 女 ハ右側 ハ31名58.5

%、 左 側22名41.5%ナ リ(第4表 参照)。 諸家

ノ報告 テ見ル ニ下記 ノ如 シ。

29・名37・5%{甕}雛91:拷

483×62・5%{甕

・7名37・8噸

28名62・2%{甕

79名39・5%蹉

・2・名6・ ・5%蹉

・34×72・49姪

5・名 ・r・6%{奎

萎魏 言§:;髪
1議 窪含:;髪

1睦 §1:1髪

畿 量1:諺

夢罐 言1:彰

艶 茎8:1髪

縫 器:1髪
(籐 数 ・・男2名 、 女1名 二封 シテ階 級 療 法 ヲ施 セ,レ ニ ヨル)

㎜{婁

一{二

Arniハ 右 側41%、 左側59%ニ シテ、.男ハ右側

女 ハ左側 二多 シト(瑚云 ヒ、且elensハ100名 ノ

女 二於 イテ右側34名 、左側66名(238)ナ ル事 テ報

ゼ リ。 ソノ他Sachsハ456名 中 男53%
、女47

%、 右 側48%、 左側42%(239)、Liebeノ ・104名 中

男56・7%、 女43.3%(240)Saugmannハ358名 中

男44%女56%(241)、Beehノ ・294名 中 男30%女

70%(212)、Dornハ78名 中男56・4% 、女43・6%(243)、

Cooper・ ・418名 中右側44.5%、 左側55・5%(244)

等 ノ報 告 アリ。EPチ 且arms,Alvermann,

Niederh乞usern,Arni,Helens等 ノ統計 二於

イテハ男 ハ右側、女ハ左側 ノ者多 キラ見、桂 モ

女 二於 イテ左側 ノ者 比較 的 二多 キテ謂 ヘルハ余

等 ノ場合 トー致 ス。

第 三 節 施 術 二件 フ合 併 症

一 浸 出液及 ビ膿胸

本療法施術後 ノ合併症 トシテ最 モ多 ク遭遇 スル

者 ハ肋膜 浸出液 ニ シテ、第5表1二 示 ス如 ク余

等 ハ氣胸患者85名 中37名43・5%二 於 イテコ

3・・名38・7%蹉

475名6・ ・3%{甕

82・名4・ ・5%{套

…58名58・5名{甕

151名51%

149名49%

210名44.2%

265名55.8%

446名44.4%

376名45.9%

533名46%

626%54.1%

レ ラ 見 タ リ。 之 テ 文 献 二 徴 ス ル ニ 其 出 現 度 二 就

キ テ 種 々 ノ 報 告 ア リ。 ソ ノ 主 要 ナ ル 者 テ 摘 録 セ

バ 次 ノ 如 シ 。

Jablokov16.6%(24)5)、Muralt54%(240t、Peters

53.6%(24η 、Mayer39.1%(245)、Fraenkel24%(249)5

Rossel49.9%(250)、Harms44.8%(251)、Rick-

mann38%(252)、Liebe35.6%(253)、Alvermann27.

3%(2戦Schr6der42%(255)桂16.8%(25e、Jessen

42.6%(257)、arni61%(25)Brauns8 .2%(259)、

Neumann45・3%(260)、Znk32.8%(261)、Shortle

30%(262)、Bonnin55%(263)
、Frimodt43.・5%(264)、

Pr6vost53%(265)、Begtrup50%(266)
、Tidestr6ni

48%(267)、Faginoli43.5%(2醐
、Torres20%(269)、

Epstein27%(270)、Cooper46%(271)
、Jukola26

%(272)、Burrell26.4%(273)、Bernard61%(274)b

Jost25%(275》 、Eliasberg20%(276)
、Amrein20

%(277)、Kreutzahler50%(278〕 、Papjanz36%(279)、

Kertzmann57・7%㈹
、Feldmann42%(28・)、

Hudson50%(2s2)、Saxtorph37%(283)
、Vulfovi乙
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25%c284)、Suess30%(銘5) 、Webb16%(286).

Cionini33%(28η 、Adelung16.2%(288)、Peers

48.5%(289)、Helens19%(290).Heils乞tteBelzug

54%(291)、Vos50%(292)、Elliesen40%(293)、Wein-

berger50%(294>、Raudnitz70%(295)、Frey42.9

%(29① 、Schaie38.5%(29η 、Boonshaft47%(298)、

DeBenedetti40%(299)、Cekalov21.8%(300)、

1.ura40%(301)、Keller36%(212)、Elizarov23

%(303)、Stobie50%(304)、Matz50%(305)、 佐 久 間

33.3%(406)、Maendl25%(307)、Zinn25.8%(308)、

Maljcik32%(309)、Wellmann11%(310)、Zawis-

towski29%(311)、 等 ニ シ テ、 即 チ66人 及 ピー 療

養 所 ノ報 告 ラ合 シ テ 其 李 均 ハ37.2%ナ リ。 此

ガ 登 生 原 因 ハ 肋 腔 内 ノ高 屡312)一(3喝又 ノ・歴 力 ノ攣

化(319)一(322)二由 ル ト云 ヒ、 或 ・・高 歴 ハ 却 ツ テ登 生

テ防 グ(s23)ト 爲 ス モ ノ ア リn叉 感 冒 、縷 麻 質 斯 、

氣 管 枝 加 答 見 等 二 績 登 醐325)ス ル ト云 ヒ、或 ハ 外

界 ヨ リ ノ感 染 ノ 結 果(32eK327×349)途入 瓦 斯 ノ異 物 的

又 ノ・化 學 的 刺 戟(328)'一(33萄寒 冷 陣 ト(340)急速 ナ ル 瓦 斯

逡 入 ノ爲 メ(340×341)fコカ イ ン」二封 ス ル過 敏 性(342)

或 ハ 肺 肋 膜 表 面 ノ結 核 性 攣 化 ノ 破 レ タ ル 爲(330)

蟹評334r又 ハ 癒 著 ガ 駆 ノ 爲 伸 展 又 ハ 剥 離 ス ル 爲

腰雛 調 ト ナ ス モ ノ ア リ。虞 他 「ア レ ル ギ ー 」 ト關 係

ア リ(34糊 トス ル 者 、或 ハ 氣 胸 肺 ノ充 血 又 ハ 肋 膜

ノ損 傷 匿翻 植 物 性 帥 経 系 及 ピ 内 分 泌 器 官 機 能

障 碍352)ニ ヨ ル ト ス ル 者 等 種 々 ノ 説 ア リ テ 未 ダ

定 設 テ 見 ズ。 浸 出 液 ノ性 状 二 關 シテ ハ 理 學 的 、

化 學 的 二検 シ テ 炎 症 性 トナ ス者 又 ハ 漏 出 液 二近

キ モ ノ トナ ス者(359)ア リ.余 ハ 撒 例 二就 キ テ 此 液

ノ水 銀 石 英 燈 紫 外 線 二封 ス ル 吸 牧 帯 テ分 光 器 爲

眞 ニ ヨ リ テ研 究 セ ル ー 、 恰 モ 炎 症 性 浸 出 液 ト漏

出 液 ト ノ中 間 二位 ス ル 者 ナ ル 事 ラ知 リ得 タ リ。

其 詳 細 二 關 シ テ ハ 別 二 本 誌 上 二 公 表 ス ル所 ア ル

ベ シ
o

氣胸致果二封 スル本合併症 ノ影響 二就 キテモ

種 論々 議 セラル。即チ不可 トナス者 隅 鶴牝 ト可

トナス者鶴贈 鋤 トアリ。而 シテ人(332)ニョリテハ

ソノ登 スルヤ咳嚇、胸痛、登熱等不快 ナル症歌

テ件 ヒ良好ナ リシ経過 ラ障碍 シ本術 ノ施行織纏

テ不可能 ナラ シム ト云 ヘ リ。余等 ノ場合 ハ37名

中只1名 ノミ登熱 咳漱 テ登 シ不快 テ感 ジタル ノ

ミーテ、他 二何等 自覧 的障碍 テ訴 ヘ タル者 ナ

シ。而 シテ肋膜浸 出液併獲 ノ場 合 二、ソレ ノミノ

理由ヒ テ本術 ノ纏綾 テ中止 センカ癒著 ヲ惹起 シ

易キテ以 ツテ氣胸纏績不 可能 トナル。余等 モ亦

撒例 二於 テハ之 テ経験 セ リ.故 二浸 出液 出現 ノ

揚合 ハ時 々排液 ラ行 ヒテ之 二代 フルニ瓦斯 ラ以

テスル時ノ・漸次液 ト瀦溜 スル事少 ク且 ツ液 ノ自

登吸牧 モ行 ハ レテ氣胸 ノ数果 テ減 殺 スル如 キ憂

ナキテ経験 シタ リ。要之術後 二登 スル肋膜浸 出

液 ・・恐 ルベ キ合併症 ナ ラザル事 テ信 ゼザ ル能 ハ

ズ。

術後 ノ膿胸登 生二就 キテハ幸 ニ シテ余等 ハ

1例 テモ経験 セズ。 且arms(360)・・患者702名 中

367名 二浸 出液 テ來 タ シ、ソノ内25名 ハ膿胸 ト

ナ リ、 ソノ膿汁 ヨ リ22名 二結核菌 テ、3名 二葡

萄駄菌 テ謹 明 シ、是等膿胸患者 ノ内20名 ハ死 亡

シ他 モ豫後 ・・疑 ・・シト云 ヒ、又Arnic36i)・ ・浸 出

液94例 中22例(23%)ガ 膿 胸 二移行 セ リト云 ヘ

リ。

術後 ノ膿胸 二就 キテハ ソノ他Schr6der7.9%

(362)、Hayes21%(363)、Neumann7%(36"1)、Begtrup

22%365)、Adelung3%(36611、Zinn8.2%(36η 、

Zawistowski6%(368)、Feldmann3%(369)、Vulf-

ovi63%(370)、Webb5%371ノ 、Naljcik4%(372)、　
Matson12%(373)、Cekalov2.1%(374>、Frey7%

(375等ノ如 キ報 告 ア リ。

=瓦 斯栓塞或 ハ肋膜 「シヨック」

人工氣胸施術 二際 シ最 モ恐 ル〈ごキ合併症 ハ瓦斯

栓塞或 ハ肋膜 「シヨヅク」ト構 セ ラル ・者 ニ シテ

之 ハ施術 中若 クハ術直後 二來 タルモ ノニ シテ、

既 二氣胸療法創始前遠 ク1864年Roger(370「 ニ ヨ

リテ経験 セ ラレタリ.彼 ハ慢性膿胸 ノ肋腔洗瀞

二際 シ本症候 ノ起 リタ'レテ見 テ肋膜子滴、又 ハ

肋膜癩 痛 ナ リ ト名付 ケタ リ。 カ ・ル症候 ハ人工

氣胸 ノ初期 時代 二屡 ≧経験 セラ レ、稀 ニハ爲 二

死亡者 テ生 ジタルテ以 ツテ爾來術式改良 ガ企 テ

ラレテ今 日二於 イテハ縄無 ニ アラザルモ遭遇 ス
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ル事稀 ナ リ。本邦 ニテ死 亡例 テ報 告 セル者 ハ本

邦 氣胸初期時代唯 一 ノ本療法経験 者 タル桂(37ηノ

2例 アル ノ ミナ リ。Boroc及 ビWidr6(378)ハ 本

偶登症 ノ臨躰症候 ラ次 ノ如 キ三群 二分 チタ リ。

1.昏 睡、痙攣、眼筋麻癖、牛身不随 ノ姐 キ重

篤 ナル症状 テ突然 トシテ登 シ、時 ニハ嘔吐、胸

搏 結代、呼吸困難等 ラ件 フモ ノニ シテ、其程度

一 ヨリテ直 チニ死 ノ轄蹄 ラ取 ル カ、或 ハ数 時間

又 ハ藪 月 テ経 テ完全 二恢復 スル者 ニ シテ、以前

一・・肋膜 「シヨヅク」 ト云 ハ レタルモ現 今 ニテバ

カ ・ル者 バー般 二栓 塞 ト認 メ ラル。

2.心 臓 若 クハ呼吸器障碍 ノ如 キ直接生命 上 ノ

危瞼 テ來 タサザル者 ニ シテ、栓塞 トシテ ノ症状

ノ・不完全 ナ リ.即 チ意識障碍 テ件 ハザル不全麻

癖、麻癖 テ件 ハザル多少 ノ不快感、一過 性 ノ意

識障碍、知箆異常肢艦倦 怠等 ナ リ。

3.症 歌不定 ノ者 ニ シテ、多 クハ廣範 園 ノ肋膜

癒著 ラ有 スルモ ノニ來 タル。瓦斯補充 二際 シ不

快 感 ヲ畳 工又バー瞬間意識障碍、又 ハ失明 テ起

スモ凡 テ暫 時 ニ シテ消失 スルモ ノ。

本合併症 ノ成因 二就 テハ多敷 ノ假 設 ア リ即 チ

Forlanini(379)ノ ・人 工氣胸療法 ノ初期時代 ・・屡 ≧

本 合併症 テ経験 シテ、肋膜 ヨリ更 二心臓及 ビ磯

ノ反射 作用 ニ ヨルモ ノ トシ、Sundberg(380)Wo-

1ff(3sl)Sauerbruch〔382)等 モ 此論 テ 支持 セ リ。

Brauer及 ビSpengler(3s3)ハ 施 術時 二針尖 ニテ

肺 静脈 テ損傷 シ其部 ヨリ瓦斯 ガ吸敗 セラ レテ肺

テ通 過 シ テ大 循 環 ノ動 脈 二 入 ル 爲 二 本 症 テ 議 ス

ル モ ノ ニ シ テ、 コ ノ際 動 脈 ハ弾 力 テ有 ス ル 爲 二

損 傷 セ ラ ル ・事 無 ク、 叉 タ トへ 損 傷 セ ラ レ テ モ

血 歴 ノ爲 二 瓦 斯 ハ 直 接 動 脈 内 二 入 ル 事 テ 得 ザ ル

モ ノ ナ リ ト云 ヘ リ。

Weber・sgStargardt(385)ハ 動 物 及 ビ 人 間 二 於 イ

テ ハ 瓦 斯 栓 塞 ラ 起 シ タ ル モ ノ ・眼 底 二特 有 ナ ル

像 テ登 見 シ、Junker(38吸 ビAIbert(38η ・・損 傷 セ

ラ レタ ル 肋 間 静 脈 ヨ リ瓦 斯 ガ 窟 入 シ テ爲 二 右 心

室 二 瓦 斯 栓 塞 ラ作 リ水 車 音 テ聴 取 セ ル 例 テ報 告

シ テ 本 症 ハ 瓦 斯 栓 塞 ニ ヨ ル ト云 ヘ リ。Borock(3ss)

及 ビAckermann(389)ハ 氣 胸 作 成 後 ノ肋 膜 腔 内 ノ

高 墜 ノ爲 二 肋 膜 癒 著 部 ノ繋 索 ガ破 裂 シ テ繁 索 中

ノ 血 管 内 二 瓦 斯 ガ 突 入 ス ル 爲 ト シ、Wegrzyn-

owski(39・(1)等 ハForlaniniニ ヨ リ肋 膜 「シ ヨック 」

ト名 付 ケ ラ レ タ ル モ ノ ラ正 確 二観 察 ス ル 時 ハ 其

99%迄 ハ 瓦 斯 栓 塞 ナ リ ト云 ヘ リnソ ノ他 動 物 實

験 ニ ヨ リ、 或 ハ臨 躰 的 経 験 ニ ヨ リ瓦 斯 栓 塞 テ支

持 ス ル者 二Sardo(391)、Orlowsky(392)、Helleif392)、

Zinkl394)、Mayer(395)、Hochstetter(390「 、Wolffc39η

等 ア リ。 然 レ ドモVanVoornveld(3s8)、Schlaep-

fler(39・9)、Saugmann(400)Cocke(4'oi)、Liele㈹2、

Melegkevi6Yo3)等 ハ 本 合 併 症 ニ ハ 瓦 斯 栓 塞 ニ ヨ

ル 者 ト、異 物 刺 戟 ニ ヨ リ テ 登 生 ス ル 肋 膜 「シ ヨヅ

ク 」 ニ ヨル モ ノ ト ノニ 種 別 ア ル事 テ 主 張 セ リ。

本 偶 登 症 二 關 ス ル統 計 的 文 献 テ 見 ル ニ次 ノ如 キ

モ ノ ラ得 タ リ。

報 告 者 名藤
F・・laninii墾

璽Thue

遡Wtirtzen

Grundt 坐
坐Pisani

Mayer 遡
塑Zinn

璽Wolff

璽Crocket

璽Albert

璽Ziegler

437RaudnitZ

例厳劉 儲 者 名縢
Brauer 璽ユユ
Weiss 遡ユ⊥
Zinkユ 墾2
0rlowsky 坐ユ三
Bonsdorffユ 璽丑
Webb 璽⊥三
Helensユ 塑⊥
Eizaguirre 一竺1ユ 三
Liebe三⊥ 璽
Matsonユ 璽三
HeilstatteBelzigユ 璽二
Fischerz10438

醐 劉 報 告 者 名1翻 例噸 亡
Ml6en三 三

Zinkユ⊥
Sundbergユー
Freyユ三
Begtrupユ⊥
Adelung』三
Siebertユユ
Saugmann三⊥
Arnspergerユユ
Hochstetter-2
Elliesenユユ
Burrell10

∠塑10

∠塑10下 τ

望
1「 ア坐

∠塑21
2一 す璽

2-『璽

20『 「望

了 τ430

了 了433

T τ436

439了4-1
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Papjang

Loup

1440

i4壬3

Junker

Pr6vost
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Mohr

Neumann
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Vulfovi乙

Levitin

糸 ーーノ

島 田

Ep:tein

望
塾
望
450

453

456

459

462

495

212 桂

2iO 、Vito11

1Jessen1

L竺i
l445

1448

1201Baum

.E」OMe1・9kevi・
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21Sach・
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即 チ62名 ノ報 告者 ヨ リ瓦斯栓塞及 ビ肋膜「シヨッ

ク」 ノ例激237例 テ得。而 シテ ソノ中死 ノ轄蹄

テ取 レル者 ハ37名15・(;%ナ リ。

次 二手術及 ビ 瓦斯補充 ノ回撒 二封 スル登 生率

テ見ルニForlanini134例10000同 瓦斯補充 二

封 シテ12同('lo4)、Neumann1200同 一1例(14n、

Pr6vost12()0回 二1例Ll9)Borock1393う 同 二12

例(4・30)、Saugmann530名11・500同 二20例(427)、

Melegkevi6・OOOO同 二]7例,"15,)、Baum2,1,7L)同

二13例(451) vMatsonユ2000同 二19例(432)、Pa-

kjanz35001司 二8{列@10,、LouP400同 二2{列

㈱)、Pisoni4000同 二10例(416)、Burrell施 術

67同 二5例 、 瓦斯補充5177同 二9例 鋒39)、Sie-

bert施 術171同 、瓦斯補充1L)・5・1,同122例陶 等

ニ シテ、卒均約742同 二1例 ノ叢生 ラ見 ル、而

シテ ソノ死 亡率 ハ全般 ヨリ見ル時 ハ甚 ダ僅 少 ナ

ルモ ノナ リ。

余等ハ手術及 ビ 瓦斯補充総同数2G招 同中幸 ニ

シテ1例 モ遭遇 セズ。EPチ 肋膜 「シヨック」及 ビ

瓦斯栓塞 ハ局所庶癖 テ十分 二行 ヒ、最初 ノ施術

時 ニハ切開法叉 ハ鈍穿刺 法 二依 リ、針尖 ガ完全

二肋膜腔 内二在 リテ歴力 計 ガ定形的 ノ呼吸蓮動

ラ示 ス場合 二可及 的淺 呼吸 ラナサ シメテ、徐 々

二瓦斯 ラ途 入 シ肋膜腔 内歴 テ急激 二昂上 セ シメ

ザ ル時 ハ本症 ハ避 ケ得 ラルベ キモ ノナル事 テ信

ゼザルベカラズ。

三 肺穿孔

本 偶螢症 ハ極 メテ稀 ナルモ ノニ シテ通 常 ハ氣胸

作成 二際 シ針 尖 ガ癒著 セル肋膜 ラ穿通 シテ肺 ラ

損傷 スル爲 二來 タルモ ノナリ。其 他 ハ氣胸作成

時若 クハ其後 ノ経過 中二表在 セル室洞 ノ破裂、

肋 膜 繋 索 、 根 部 ノ切 断 、 膿 胸 ノ肺 ヘ ノ穿 孔 等 ニ

ヨ リ誘 登 セ ラ ル ・モ ノ ー シ テPr6vost.6.3%ト

(466)
、Jablokov-17例 中1例16η 、Hutchinson120

例 中1例 「.168)、Burrell250例 中6例f2169)、Zinn

64例 中4例 一170"L、Forlanini]311例 中8例i'171)、

Dumarest106例 中7例(472)、Cecchini2例('i73)、

桂185例 中3例L1咳Cantani360例 中3例(475)等

ノ報 告 ア レ ドモ 、 幸 ニ シ テ余 等 ハ1例 ダ ニ経 験

セ ザ ル テ以 ツ テ 何 等 言 及 ス ル テ得 ズ 。

四 皮 下 氣 腫 及 ビ縦 隔 署 氣 腫

皮 下 氣 腫 ハ 肋 膜 腔 内 ノ瓦 斯 ガ胸 廓 筋 ノ間 二 遁 出

シ タ ル 場 合 二 生 ズ ル モ ノニ シ テ、 多 クノ・肋 膜 癒

著 ニ ヨ ル 不 完 全 氣 胸 特 二 陽 歴 ノ際 又 ハ 瓦 斯 注 入

後 、 咳 漱 ノ爲 肋 膜 腔 内 座 ガ急 二上 昇 ス ル 等 ノ場

合 二 起 リ易 シ。

本 症 テ登 ス ル 時 ハ患 者 ハ 其 ノ局 部 二輕 度 ノ 自 褒

痛 ヲ訴 へ 聴 診 上 著 明 ナ ル 捻 髪 者 ラ 聞 キ 叉 燭 診

ス レバ 「ゴ ム2製 擬i毎 糸畠二 舟蜀 レル 如 キ感 ア リ。

本 症 ハ 危 瞼 ナ キ モ ノ ー シ テ 、 余 等 モ 亦3例3.5

%テ 経 験 セ リ、1例 ハ 可 ナ リ強 度 ノ モ ノ ー シ テ

頸 部 へ 波 及 シ、 鈍 痛 ヲ訴 ヘ タ ル モ 、 只 安 静 ラ守

ラ シ メ タ ル ノ ミニ テ、 数 月 後 ニ ノ、全 ク 消 失 セ

リ。 本 症 ノ登 生 率 二 關 シ テ ノ・、Jablokov10.7

%('176)、EpsteinH%～177)、Vulfovi～i6.1%478)、

Schaie51%179)、Maljcik4%lso・ 、Liebe6.7%('181)

等 ノ如 キ 報 告 ア リ。

縦 隔 賓 氣 腫 ハ通 常 氣 管 、 氣 管 枝 又 ハ 肺 臓 ノ損 傷

部 ヨ リ瓦 斯 叉 ハ 室 氣 ガ縦 隔 賓 へ 侵 入 ス ル 爲 二 起

ル モ ノニ シ テ 、 尺 工 氣 胸 ノ場 合 ニ モ 亦 獲 生 ス ル

事 ア リテ其 豫 後 ハ 甚 グ恐 ル ベ キ モ ノナ レ ドモ 極

メ テ稀 ナ リ。
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Kach'・is2)、Arni・:i-s3)、Frey'-11s4>等ノ報告 アルモ余

等 ハ遭遇 セズ。

五 氣胸反封側 ノ塘悪

臨躰所 見及 ビX線 窮眞 一 ヨル細心 ナル注意 ノ下

二氣胸 テ作成 スルモ猫且 ツ氣胸反封側 二進行性

ラ帯 ブル病竈 テ叢生 セ シムル コ トハ屡 支報 ゼラ

ル ・所 ニシテ、Zink5%11〈5}、Pr6vost29・6%(486、 、

Jablokov20-25%(!8η 、Egaha4.4%Gss)、Eps。

tein8%(4s9)、Angelini,L)o%f-190)、Rist13%(19・1;.

Matson7%(4f2)、Schaie2106'lf3,、 住 吉7%i"194「j、

Cekalov10,9%a95)。Zinn4.796「 二りσ、Cooper

12%期 等 ノ報告 ラ見ル。

余等 ノ場合氣胸 患者S5名 中1C名 】8.8%二 於

イテハ施術後氣胸反封側 二考慮 テ要 スベ キ程度

ノ羅音 ラ登 シ容 易二清 失セズ シテー般症 状 テ考

ヘ テ病勢檜悪 ト考 ヘザルベ カラザル者 テ生 ジ氣

胸綴績 ラ中iLセ ル者 アリ。(第5表7参 照〉

第 四節 喀 血

喀血 二封 シ本療法 ノ有数 ナル事 ハ就 二多撒経験

家 ノ肯 定 スル所 ニ シテ、 既 二1885年Cayley(`iqs)

二喀 血治療方法 トシテ實施 シタル事 ア リ。現今

多 クノ臨躰家ハ生命 テ脅 カス如 キ大喀血 二封 シ

テハ肺 ノ歌態 ラ顧 慮 セズ、 一時的 止血手段 トシ

テ本療法 テ實施 セ リ.

Bakradze(4q・9)ノ・氣胸患者105名 中術前 ノ喀血47

名 ガ凡 テ術後 二喀 血 テ見ザルニ至 レル事 テ報告

セ リ。

余等 ノ例 二於 イテハ第6表 二見 ルガ如 ク、有数

氣胸作成者85名 中喀 血病歴 テ有 スル者 ハ55名

64.7%=シ テ 其 内氣胸作成後喀 血 ナキ者49名

89.1%ナ リ.喀 血病歴 者55名 中氣胸作成前1

ケ月以 内二喀血 ア リシ者22名44%中 氣 胸作成

後 喀血 ナキ者16名72・7%ナ リ。他方手術 ラ施

シタルモ有数氣 胸 テ作成 シ得 ザ リシ者68名 中

喀血病歴 テ有 スル者43名63.2%二 就 イテ、氣

胸手術 日テ限界 トシ テ 其後喀血 ナキ者 ハ%名

58.1%ナ リ。帥 チ氣胸作成可能者 ト不能者 トノ

間 二於 ケル数 ヲ比 較 スル時 ノ・喀血 二封 シ人工氣

胸 作成 ノ数果 テ否定 シ得 ザルガ如 シ。 殊 二余等

ノ経験 ニ ヨレバ悪性喀血 トモ稻…スベ キ頻 同若 シ

クハ長期喀血 ノ習慣 テ有 スル者 二封 シテハ ソ ノ

治敷 ノ顯著 ナル事 テ信 ぜザル能 ハザ ルナ リ。

第 五 節 咳 噺 及 ビ喀 疾 量 ノ減 少

施術前 二煩 ハ シキ咳漱 テ有 セル者 モ亦 有 セザ リ

シ者 モ共 二、施 術 ノ翌 日位 ヨリ全部 ノ患者 ガ咳

1軟頻度 テ増加 スル ト共 二喀 疾量 ヲモ増加 スルモ

ノナ リ。蓋 シ患部 ガ歴 迫 セ ラレテ其 内容 テ氣管

枝 及 ビ氣管 二排除 スルニ因ル。殊 二室洞 テ有 ス

ル者 二於 イテ然 リ。然 レドモ多 クハ2週 間位 テ

経 ル時 ハ著 シク咳漱及 ビ喀疾量 テ減 ズルニ至 ル

モ ノナ リ。

病竈範園 ノ大小、室洞 ノ有無 ニ ヨ リ是等 ノ症歌

ノ縫績期間 ハ甚 シク攣 化 スルモ ノニ シテ統計的

二読述 シ難 シ。

第 六 節 喀 疾 中 ノ菌 二及 ボ ス影 響

開放性患者 ハ本療 法 ニ ヨリテ比較的短期間 二閉

鎖 性 二轄 ズルモ ノナル事 ハ屡 ≧報 ゼ ラル ・所 ナ

リ.Rickmann(500)ノ ・施術後4乃 至6ケ 月 ニ シテ

S1名 中57名70.4%=於 イテ、喀疾 中 二結核菌

ノ清失 セル事 ラ報 ジAlvermann【50i)ハ 男130名

中113名s6.9%、 女204名 中 】67名81.8%二

於 イテ施術前 二結核 菌 テ諦i明 セルモ、術後 ハ男

15%女13.7%二 於 イテ菌浩失 シ、 一方氣胸 テ

作 成 シ得ザ リシ者 ニテ菌 ノ清失 セル者 ハ男4・7

%女8%ナ リ ト云 ヘ リ。Sachs(502)ハ649名 中術

前529名81.5%二 菌 テ謹明 セ シモ、ソノ中375

名70.9%ハ 術後 二菌1省失 シ、一 ノア手術 ヲ爲 シ得

ザ リシ者229名 中開放性 ノ者193名84.3%ニ

シテ、其 中 ヨリー般療法 ニテ閉鎖性 トナ シ得 タ

ル者 ハ僅 二29名15.1%ナ リ ト云 ヘ リ。Saug-

mann(503)ハ 氣 胸 テ作 リ得 タル者 二於 イテノ・36%

作 成 不能者 二於 イテハ11%二 菌 ノ清失 ヲ見 タ

リト云 ヒ、其他開放性患者 ラ氣 胸 ニ ヨ リ閉鎖性

トナ シ得 タル数Dテ ハ、Schr6der55%(504)、

Bakradze7i%(505)、Arni39%〔500r、Treskinskaja

75%〔507)、 且elens40%(508)、Grundt50%〔509) 、

桂30・6%(s'o)、Cekal・v14%〔51・),Matz50%(512)、

Katz88%(513)、Neumann61%(5i4>Begtrup46.6
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%〔515)、Neuburger41.9%(51の 、Maljcik(15%〔51D、

Cionini67%鯛 等 ノ報 告 テ暴 ゲ得 ベ シ。即 チ開

放性患者 二本療 法 ヲ 施 シテ其52.5%ハ 閉鎖 性

二憂 ジタルテ見 ル。

余等 ノ場 合ハ第7表 二示 スガ如 ク有数氣胸患者

中施 術前開放 性 ナ リ シ者 ・・85名 中46名54・1

%ニ シテ、是等46名 中術後閉鎖 性 トナ リシ者

ハ35名76.1%ナ リ。之 二反 シ有敷氣胸作成不

能者 二於 イテハ1名 ノ閉鎖 性 トナ レル者 ナ シ。

而 シテ喀疾 中 ノ菌ハ有数氣胸 ヲ作成 シ得 タル揚

合 ニハ通常2週 間乃至4週 間 ニテ全 ク菌 テ認 メ

ザルニ至 ル者多 シ。

第 七 節 禮 重 二就 キ テ

結核患者 ノ経過 上膿重 ノ壇減 ハ治癒 程度測定 ノ

ー指針 アリ得 ルモ ノナ リ
。弦 二余等 ノ例 二於 イ

テ施術前後 ノ患者膿重 ラ比較 スルニ、第8表 二

示 スガ如 ク、有数氣胸 患者86名 中艦重 ノ増 加 セ

シ者51名60%、 減 少 セル者 ・・26名29.!%、

」曾減 ノ著 明 ナラザル者9名10.6%ナ リ。有敷氣

胸作成不能 者68名 一テ・・膿重 ノ塘加 セル者37

名54.4%、 減 少 セル者 沼 名33.8%著 明 ナ ラザ

ル者8名11・8%ナ リ。

Alverman・ ・上曾加81.1%、 不 攣9.9%、 減 少9

%(5】9)、Maendlハ 檜 加55%、 減 少44%(520)、

Adelung・ ・檜 加59.5%、 減 少29.7%(52L)、Tid-

estr6m・ ・檜加 ・r・u%、減 少35・7%、 不 攣14.3

%【5蛇)、Bakradzeハ82%(523ノ 、桂 ハ80.9%(524)二

於aテ 檜加 セリ ト云 ヘ リ。之 二反 シScbair(ε25)、

ノ、85%二 於 イテ罷重減 少セルテ見 タ リ。Tres-

kinskaja(526)・・他 ノ症候 佳良 ナ ル ニ拘 ラズ手術

直後 ニハ膿 重減 少 スルカ又 ハ檜加 ハ非常 二緩慢

ナ リト云 ヒ、Arni(s2η・・施術後1週 間 ハ普通減少

シ次 イデ檜加 ス ト云 ヒ、Bonaf6(J"28)等 ハ氣胸患

者100名 中 一12%・・氣胸後6ケ 月間 ・・膿重減少

シ、 ソノ中23%ハ 氣 胸以外 一一wa重 減少 ノ理由

ハ認 メラ レズ ト云 ヘ リ。余等 ノ例 ニテハTres・

kinskajaト 同様 二術後 二 於 ケル盟重壇加 ガ極

メテ緩慢 ナル事 テ認 メタル者 多 シ。

斯 ク膿重 ノ壇減 二就 キテハ諸家 ノ成績一致 セズ

且 ツ其 設明 トシテ墾 グ ラル ・理由 モ種 々 ナ リ。

即 チ多 クノ患者 ・・氣胸作成直後 二通 常円部 ノ輕

キ月彰lt"、曖 氣、輕 キ周痛 ラ感 ジ又 ハ食慾減 退等

ヲ訴 ヘル者 ニ シテ、Zinn(529)ノ・75%二 於 イテ之

ヲ見、殊 二左 側 二行 ヒタル者 二多 キヲ以 ツテ、

胃二封 スル横 隔膜 ノ座迫 ナ リトシ、Muralt{530)

モ同様 ノ意 見 ヲ述 くご、Brauer〔53i)・ ・迷走神経 ラ

歴 スル爲 二起 ルモ ノトシ之 テ迷走神経 性清化不

良 ト命 名 セ リ。或 ノ・叉艦重減少 ノ原因 トシテ、

Tidestr6m【532)、Burrell〔533)等 ・・血液 ノ酸素供給

悪 シキ爲 二新陳代謝機能 ノ障碍 テ墨 ゲ、Rick-

mann(534)ノ、80%ノ 患 者 ハ術後2週 間 一 シ テ罷

重減 少 スル モ、75%ハ8週 間 ノ後 二iZIS]・均2.5冠

増 加 セルテ見 テ、減少 ハ瀞経性及 ビ呼吸面 ノ縮

小 二蹄 スベ キモ ノ三 シテ増加 ハ氣胸 ノ敷果 二依

ルモ ノトセ リ。其他Ricci(535)・・人工氣胸 患者 二

於 イテ瓦斯 新陳代謝 ラ検 シ、酸素 ノ不足 ト燃焼

ノ不 充分 ナル事 トテ謹 明 シ、原㈹ ハ人 工氣胸患

者 ノ治療期 間肺 活量 テ検 シ、氣胸形成直後 ノ1

乃 至2日 間ハ多 クノ場合、顯著 ナル肺活量 ノ減

少 テ示 スモ治療 テ纏績 シテ患側 テ完全氣胸 トシ

呼吸作用 ハ他側 ノ肺臓 ノミニ ヨ リ行 ハル ・ガ如

キ揚合 ニモ、治療 的赦果 ノ現 ハル者 ニテノ・肺活

量 ハ手術前 二近 キ債 ラ示 スカ或 ハ ソ レラ凌駕 ス

ト云 ヘ リ。又Bonaf6(53η 等 ・・肺臓 ガ脂肪新陳代

謝 及 ビ毒 物中和作 用 二重要 ナル臓器 ナ リトノ説

テ引 イテ氣胸 患者 ノ艦重檜減 テ 読 明 セン トセ

リ。Burre11〔538)ガ肋 膜腔 内 ノ厘 ニ ヨリテ憂 化 セシ

メラル ・縦 隔賓 ノ位 置歌態 ガ禮重 ノ塘減 二關係

ア リト言 ヘルハ恐 ラク氣胸患者 ニテハ縦隔賓及

ビ横隔膜 ガ高巫 ニテ座迫 セラル ・テ以 ツテ血行

及 ピ胃蓮動 二憂調 テ來 シ、艦重減 少 ノ原因 テ爲

スモ ノ トスルモ ノナル・〈'シ、5〈Maendl〔58qガ 術

後 ノ禮重増加 ハ重症 患者 ノ揚合 二著 シキ者多 シ

ト述 ベ タル・・、思 フニ重症 患者 ニテハ多 クノ・病

竈廣 キ爲 二氣 胸作成 ニ ヨリテ、 呼吸面 ガ更 二縮

小 セラル ・事比較的 二少 キ爲 ナ ラン。

之 ラ要 スルニ肺 ノ呼吸面 ノ急激 ナル縮 小及 ビ施

術 直後 ノ毒素 ノ吸牧等 ハ罷重減少 ノー因 タ リ得
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ル ト共 二患肺 ガ座迫 セラ レシ爲 二毒素 ノ産 出吸

敗 共 二減 小 シ且 ツ呼吸面 ノ縮少 二封 シテ禮 内 ノ

新陳代謝 ガ順慮 スル事及 ビ胃液分泌、膵液分泌

ノ充進基礎新陳代謝 ノ下降(治 癒機轄 ノ項参照)

スル事 ハ膿重 ノ曾 加 ノ原 因 タリ得 ル者 ト解 スベ

キ者 ナ ラン。

第 八 節 熱 二謝 ス ノレ影 響

氣胸作成 ハ病 竈 テ墜縮 シ毒 素 ノ産 出 ヲ減 ズルラ

以 ツテ熱嚢 セル者 テ下熱 セ シムル事 多 キモ、唯

施術 直後 ニハ患部 ガ急 二墜迫 セ ラル ・爲 二2、

3日 間 バー 時的 二毒 素 ノ排泄及 ビ吸牧 ガ旺 盛 ト

ナ リテ登熱 スル者 多 シ ト構 スル経験家 多 シ、 下

熱 ノ型 二分離 性 ノモ ノト漢散 性 ノモ ノ トア リ。

病竈 ノ歌 態及 ビ ソ レテ歴迫 スル程度 二由 ルモ ノ

ナ ラン。 又 ハ相當期間下熱 状態 テ持緬 シテ再 ビ

上昇 スル場合 ハ多 クハ健 側二新病籠 ラ嚢 生 シタ

ルカ、或 ハ他 ノ合併症 二原 因 スル事 多キ ガ如 シ。

Alvermannハ43.4%(540)、Schr6derハ45%(541)、

Begtrupノ 、55.2%(542～Bakradzeノ 、92%c543),

且elensハ61'.2%(544)二 方全イテ方包術そ99z無熱 トナ レ

ル事 テ報 ジ、桂 ハ下降62.6%、 不 憂33.6%、

上 昇3・8%〔545)ノ 成 績 ラ得 タ リ。余等 ノ場 合 ハ第

9表 二示 スガ如 久 氣胸 患者85名 中施 術前 二熱

テ有 セル者77名90.6%ニ シテ、其等 ガ術後無

熱 トナ リシ者43名55・8%、 無熱 ナ ラザルモ降

下 ノ傾 向 テ示 セル者17名22・1%、 攣 化著 明 ナ

ラザル者10名13%、 一 旦降下 シテ再 ビ上昇 セ

ル者4名5・2%却 ツ テ術 後 二上昇 セル者 ハ3名

3・9%ニ シテ、無熱 ヨリ有熱 二攣 ジタル者 ナ シ。

之 二反 シ氣胸作成不能者 ニテハ施術 日ラ限界 ト

シ有熱 ヨリ無熱 ニナ リシ者 ハ4・8%、 攣 化著明

明 ナラザル者 ハ95.2%、 無 熱 ヨリ有熱 二攣 ジタ

ル者 ハ3.8%ナ リ。

第 九 節 下 痢 二就 イ テ

肺結核症 二於 イテハ腸 二結核性憂化存 セザル場

合 ニモ肺 二於 ケル毒 素 ノ吸敗 ノ爲二所謂 中毒性

下痢 テ起 シ易 シ ト信 ゼラル。故 ニカ ・ル症例 ニ

テハ本療法 ニヨ リテ下痢 モ亦止 ムベ ク且 ツ多 ク

ノ先人 モ同様 ノ経験 テ報 告 ヒルモ、不幸 ニ シテ

余等 ノ症例 ニテハ下痢 ノ例数極 メテ少 ナカ リシ

テ以 ツテ何等言及 スル事 ラ得 ズ。却 ツテ下痢 テ

有 セザ リシ者 ガ施術後頑 固 ナル下痢 テ登 シ腹膜

炎腸結核 ノ症候明 ラカ トナ リ氣 胸中止 ノ止 ムナ

キニ至 リシ者3.7%ラ 算 セ リ。

第 十 節 氣 胸 纏 績 期 間

有赦氣胸 テ作成 シ得 タル患 者85名 中、治癒 セリ

ト認 メテ氣胸 テ慶 シタル者12名 、現在繊績 中 ノ

者18名 、残飴 ノ55名 ハ種 々 ノ事情 ヨリ氣 胸縫

緬 テ中止 セル者 ナ リ。 即 チ治癒 セ リ ト認 メシ者

12名 二就 キテ見 ルニ、施 術 日 ヨリ最 終瓦斯補充

日二至 ル迄 日鍬 ・・11422日 ニ テ李均1人 ノ氣胸

繊績期 間952日 ナ リ。

次 二事情 ノ爲 二中断 セ シ者55名 テ細別 ス レバ、

患者 自己 ノ都合 ニ ヨリ中縄 セル者 ハ23名 、ソノ

延 日数 ハ9499日 ニ シテ4S均1人 約 醤2日 、症駄

増 悪 ノ爲 二中絶 セル者25名 ハ卒均1人90日.

残 リ7名 ハ廣範園 ノ肋膜癒著 ラ生 ジテ瓦斯 補充

不能 トナ リシ者 ニ シテ其1人 ノ李均 氣胸綴績賜

間 ハ175日 ナ リ。

第 十 一 節 冤 斯 補 充 同 敷

余等 ノ例 ニテ大正15年12月 ヨ リ昭和6年1月

末迄 二行 ヒタル第1回 氣 胸作成時 ノ瓦斯途入及

ビ其後 ノ瓦斯 補充 ノ総 同数 ハL)(';4,3同ナ リ。此中

治癒 セ リ ト認 メテ 氣胸 ラ終 了セ シメタル:K12・

名 ノミノ瓦斯補 充総 同数 ハ685同 ニ シテ卒均1

人 二付 キ57同 ナ リ。而 シテ是等 治癒 セル者 ノ氣

胸纏 績期間 ハ前節 二示7.如 ク李均952日 ナルテ

以 ツテ其瓦斯補充間隔 ハZF一均約17日 ナ リ。治療

経過 二從 ツテ攣 化 セル補充 日ノ間隔 ノ攣 移 テ見

ルニ、氣 胸作成後3ケ 月以 内ハ約10日 、4乃 至

9ケ 月 一テハ11日 、10ケ 月 乃至1年 牛 一テハ

約15日 、1年 牛乃 至2年 牛 ニテハ23日 、2年

牛以上縄綾 セル者 ハ30日 二1同 ナ リ。此他 ノ有

数氣胸 テ作成 シ得 タル ニモ拘 ラズ未 ダ終 了 二至

ラザル者及 ビ事 故 ノ爲中止 シタル者等 二就 イテ

ハ弦 二其補充回敷 二就 イテ何等設 クテ得 ザルハ
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勿 論 ナ リ.

第 十 二 節 治 癒 率 二就 イ テ

人工氣胸作成 後3、4年 テ経過 セル肺結核患者病

竈 ガ病理學 的 二全治 セルヤ否 ヤテ確診 スル トノ

困難 ナルハ言 テ挨 タズ。吾人 ハ先人 ノ報告、既

記 ノ各項 及 ビX線 寡 眞等 テ参 考 シテ術後一般症

駄 良好 トナ レル者 ラ氣胸 法 二依 リ輕快 セル者 ト

認 メ、然 ラザル者 テ氣胸 法 ノ奏数 セザ リシ者 ト

認 ムル他 ナ シ。 且ツ施 術後 ノ経過 日数 ラ異 ニ ス

ル患 者 テー括 シテ観 察 スル事 ハ合理性 テ鋏 クガ

如 キモ、結 核疾 患 ニテハ其治癒期 間 ガ個人的 二

甚 シク相 違 スルテ以 ツテ此 ノ不 合理性 ハ此場合

重大 ナ ラザルガ如 シ。

治癒率如何 二就 キ先 ヅ患者退所 時 ノ所 見(入 所

中 二死亡 セル者 ヲ含 ム)テ 標 準 トス レバ(第10

表)氣 胸患者8・5名 中輕快退所 者55名64.7%、

死 亡者12名14.]%、 未 治退所者8名9.4%ニ

シテ残絵 ノ10名11.8%ハ 尚 人所加療 中 ノ者 ナ

リ。ソレニ封 シ氣胸作成不能者68名 一テハ輕快

退所者13名19.1%、 死 亡者18名26.5%、 未

治退所者12名17.6%ニ シテ 残 リノ25名36.8

%ハ 爾當所 ニ テ加療 中 ノ者 ナ リ。鄙 チ雨者 ヲ比

較 スル時氣胸患者 ノ治癒率 ノ甚 ダ高 キテ認 メザ

ル能 ハザルモ、此事實 ハ他面 二於 イテ氣 胸 ラ作

成 シ得 ル程度 ノ患者 ハ、臨躰上同一標準 ノ下 二

適磨症 ト診定 サ レタル氣胸作成不能 ノ患者 ヨ

リ、良好 ナル豫後 テ有 スル者換言 ス レバ肋膜癒

著等 テ有 セザ リシ鮎 ハ比較的輕症者 ナ リシ ト言

ヒ得 ル事 テ知 ラザル〈ごカ ラズ。此鮎 ヨリ見 テ肺

結核患者 ノX線 所 見 ノ如何 二拘 ラズ、肋膜癒 著

ノ存 否ハ其豫後 テ左右 スル者 ナ ラザ ルヤテ想像

セ シムル ガ如 シ。

次 二患者 ノ本統計作成調査 日迄 ノ全経過(退 所

後 テ含 ム)ラ 追 フテ見 ル時 ハ 上記 ノ率 二多少憂

動 テ來 タシ(第IL表)氣 胸患者85名 中自壁的障

碍 全 ク無 ク健康生活 ラ成 シ得 ル者、帥 チ治癒者

ト認 ムベ キモ ノ45名52.9%、 未治加療 中 ノ者

ハ18名21.2%、 死 亡者21名24.7%、 消息 不

明者1名1.2%ニ シテ、氣胸作成不能者68名 一

就 イテ・・治癒者6名8.8%、 未 治加療中 ノ者37

名54.4%、 死 亡者22名32.4%、 消 息不明者3

名1.4%ナ リ。此 ヨリ見 ル時 ハ余等 ノ材 料ニテ

ハ輕症者 テ含 マザル爲、氣胸作成可能者 ト不能

者 トノ間 二於 イテ死 亡率 ハ近似 セル ニ拘 ハ ラズ

治癒率 ハ前者 二於 イテ甚 シク大 ナル事 ラ注意 セ

ザルベカ ラズ。 文献 上 ノ経験 者69名(54c,一(614)ノ

報 告e合 シテ氣 胸患 者8512名 中良好 ナ ル経過

テ取 レル者 テ李均 ス レバ58.7%ニ シテ、上記余

等 ノ得 タル比率 ト伯仲 ス。要約 ス レバ氣胸患者

ノ牛数強 ノ者 ハ好経 過 テ取 ルモ ノ ・如 シ。

参考 トシテ當療養所 開設 以來 ノ総牧容患者 ノ比

傘 ラ見ル ニ全治 及 ビ輕快者 ハ25%ニ シ テ死亡

者 ハ55%ナ リ。其他 ノ20%ハ 事故 退所者 ニ シ

テ其 ノ轄蹄 ハ不明 ナ リ。

第 十 三 節 再 登 率 二就 イ テ

余等 ガ勢働 二就 カ シメタル氣胸患者 ハ凡 テ臨沐

上 ノ所 見 ヨリス レバ輕快若 シクハ殆 ンド治癒 セ

リ ト認 タル者 ナ リ。然 レ ドモ彼等 ハ暫時 ニ シテ

ソノ環境 二 支配 セラ レ又 ハ 自魔的障碍 少 キ爲

二全治 セル者 ト速断 シテ自 ラ氣胸纏績 テ中止 セ

ル事屡 支ナ リ。是等 ノ中 ヨ リ再獲 セル者少 ナカ

ラズ。余等 ノ例 ニテハ第12表 甲二見ル如 ク氣

胸患者85名 中施術後4年 以上 ヲ 経過 セル者8

名 中3名,3乃 至4年 ノ者25名 中3名 、2乃 至

3年 ノ者21名 中1名 、1乃 至2年 ノ者20名 中

1名 ハ再登 セル者 ナ リ。患者撒少 ナクシテ百分

傘 二示 シ難 キモ氣胸患者 ニテハ年 テ経 ルニ從 ツ

テ再螢率 テ増加 スルガ如 シ。 而 シテ是等再襲者

ノ多 クハ第3表 甲 一見 ル如 ク癒著 ノ爲瓦斯 補充

不能 トナ リシ者及 ビ患者 自己 ノ都合 ニ ヨ リ中絶

セルモ ノナ リ。 文獣上 ノ報 告 ニモ亦 同様 ノ傾向

アルテ看取 スル事 テ得 レドモ、其記載少 ナク且

ツ明確 ナル記述 二乏 シキテ以 ツテ統計的 ノ断 定

テ下 シ難 シ。

第 十 四 節 人 工 氣 胸 ト勢 働 率

肺結核 二封 スル人工氣胸 ノ治療赦果 二關 シテハ

近 時 二至 リ其根治 的数果 テ疑 フ者漸 ク多 ク、 中

一ハ氣胸 ノ数果 ハ其綴緬期間中 二於 ケル患者 ノ
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無菌駄態 ガ肚會醤學的重大 ナ ル 意義 テ有 スル

ト、 且 ツ其 ノ間患者 ガ治癒程 度 二慮 ジテー定 ノ

勢 働 二從事 シ得 ル爲 二患者個人拉 二肚會 ノ生産

二寄與 スル庭大 ナ リトシ、終局 ノ赦果 二重 キテ

措 カズ シテ專 ラ氣胸 ノ適慮症範園 ラ憤大 セ ン ト

スル者 ア リ。蓋 シ氣胸 ノ初 期時代 二比 シテ術 者

モ被術者 モ甚 シク其数 テ檜加 セル ト共 二本療法

開 始以來漸 ク年 ヲ経 タル爲 二施 術後長年 月テ経

タル爲 二施術後長年 月テ経過 セル多撒 ノ患者 テ

観 察 シ得 ルニ至 レル今 日ニテノ・、 學者 ノ判 定 ガ

往時 ノ學者 ノソ レト異 ナル鮎 ラ生 ズルニ至 レル

ハ當然 ト云 ハザルベカ ラズ。殊 二最近外來患者

二本療法 テ施 セル者 ノ報告漸 ク多 ク、Tenenb-

aum(615}等 ハ 瓦斯補充7乃 至8同 位 ノ間病院 二

牧 容 シ以後外來 トシテ氣 胸 テ纏績 セルニ、牧 容

患 者 ト外來患者 トノ間 ノ治験 成績 二大差 ナ シ ト

シ、Sagona(6i6)・ ・病躰不足其 ノ他 ノ理由 二由 リ

患 者 ラ療 養所 へ牧 容 シ得 ザル時 二彼等 二氣胸 テ

行 ヘバ短 日月ニ シテ外來患者 トシテ治 療 シ得 テ

病 躰 ノ不足 ラ補 フ事 テ得 ト云 ヒ、Maljcik(6iη ハ

52例 ノ外來患者 二氣胸 テ施 シ、 中57%ラ 占 ム

ル勢働 者 ニハ努働 テ 中絶 セ シメズ シテ其80%

二治 癒的敷果 テ牧 メタ リ ト報 告 セ リ。叉Ame-

uille(6i8).及ビPoix(619)等 モ似 タル報 告 テ爲 セ リ。

Maendl(620)ハ 報 告者113名 ノ文献 ヨリ2年 以 上経

過 セル患 者1931例 二於 イテ、永績的 放果 ア リト

認 メラ レル者・47%ナ リ トシ、Kruchen(621)ハ22

名 ノ報 告者 ノ5乃 至18年 間観察 セル例20拐 例

二於 イテ(著 者 ハ 報 告者28名 、例数3166二 就

キ報 告 セル モ、余 ハ ソレ等 ノ中 ヨリ観 察期間 ノ

不 明 ナル者 テ除外 セ リ)48.3%ノ 数 果 ラ牧 メタ

ル者 テ集 計 セ リ。

元來人 工氣胸 ノ数果 二關 シテ終局的診定 テ下 ス

事 ハ今 日尚早計 ト云 ハザルベカ ラザルモ今假 リ

二如上 ノ見地 二從 ツテ臨林 上 ノ所 見 二加 フル ニ

彼等 ノ勢働率 テ標準 トシテ氣胸 ノ数果 テ暫 定的

二判定 セ ン トスルハ又一 ノ方 便 ト云 ハザルベカ

ラズ。皇ロチ余等 ノ例 ニテモ患者 ノ諸症歌輕快 ノ

勢 働 二堪 フル歌態 トナ レル時ハ退所 セ シメ外來

患者 トシテ氣胸 テ繊績 シ漸次 彼等 テ シテ勢働 二

就 カ シム。 目下外來 二來 ル者 二大 工 ノ如 キ過激

ナル仕事 二從事 スル者 ア リ。或 ハ陸軍歩兵 ガ3

週 間 ノ勤務演習 二磨iジ、叉、女學生 ニ シテ氣胸

ノ儘3年 間通學 セル者 ア リ、之 テ撒 字的 二見ル

時 ハ氣 胸施術後2年 以 上 テ経過 セル患者 二於 ケ

ル就 努働 率 ハ、第12表 甲二示 ス如 ク有敷氣胸作

成 可能 者 二 於 イテ・1,年以上 ノ者8名 中4名(氣

胸患者85名 二封 シ4.7%)、3乃 至4年 ノ者25

名 中10名(氣 胸患者 ノ11.8%)、2乃 至3年 ノ

者21名 中12名(氣 胸患者 ノ14.1%)、 即 チ2年

以 上i脛過 セル患者51名 中 ノ26名48.1%、 或

ハ氣胸患者全撒85名 ノ30.6%ガ 努 働可能 者 ニ

シテ、若 シ2年 未満 ノ者 ニ シテ勢働 セル者19名

テモ加 フル時 ハ氣胸患者85名 二就 キテ ノ拶働

率 ハ45名52.9%ナ リ.然 ルニ有数 氣胸 作成不

能者(第12表 乙参照)ニ テ ハ 適 慮症 ナ リ ト診定

シタル時 ヨ リ算 シテ4年 以 上経過 セル6名 中1

名(不 能 患者68名 二封 シ1.5%)3乃 至4年 ノ

者12名 中 皆無、2乃 至3年 ノ者・12名 中4名(不

能 患者68名 二封 シ5.9%)、 即 チ是等 ノ2年 以

上経 過 セル患者30名 中5名 即 チ16.6%或 ハ氣

胸 作成不能 患者68名 ノ7.3%ガ 勢 働可能 者ニ

シテ更 二2年 未満 ノ者1名 テ加 フル時 ハ氣胸作

成不能患 者68名 中勢働 セ ル者 ハ6名 二過 ギズ

シテ是等 ノ勢働 率 ハ6s名 二封 シ8.8%ナ リ。即

チMaend1ガ 永 緬的敷果 テ墨 ゲ タリ ト稻iスル

彼 ノ17%ヌ ノ・Kruchen/48.3%等 ・・余等 ノ

48.1%二 近 似 ノモ ノナ リ。

第五章 結 論

人工氣胸ハ各施術者ニヨリテ適癒症 ノ程度及 ビ

術式 ラ異ニスルテ以 ツテ彼等 ノ報告 ヲ比較 スル

ーハ大ナル注意テ彿ハザルベヵラザルハ勿論二

シテ、殊 二臨林上多種多様 ノ病相テ呈 シ、且ツ

ー般的二経過時 日長キ慢性肺結核症二封 スル封

症療法 ト認 ムベキ本療法 ノ如 キモ ノ・治療的敷
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果 テ短 キ年月 ノ観察 ラ基 トシテ断定 スル事 ハ極

メテ危瞼 ナ リ。弦 二余 ハ如上 ノ戒 心 ノ下 二、余

等 ノ定 メタル適鷹範 園 ニテ余等 ノ術 式二依 ル治

験例 二基 キ先人 ノ報告 テ参考 シテ結論 テ述 ベ ン

トス。

第 一 余等 ハ1106名 ノ結核患 者中患肺 ガ ー一側

ニ シテ人工氣胸 ノ適磨症 ト認 メラル ・者212名

19.2%テ 検 出 シ、 其 内153名13.8%ノ 氣 胸施

術慮諾者 テ得 タ リ。是等 ノ内有数氣 胸 テ作成 シ

得 タル ハ85名 ナ リ。EPチ 普通 ノ臨躰署家 ノ實際

ヨリス レバ、結核患者1106名 中 僅 カニ85名 即

チ7.7%ガ 眞 ノ氣胸適磨症 テ有 スル者 ナル事 テ

知 リ得 タ リ。

第二 適鷹症 テ有 セ シモ技術上氣胸作成不能 二

終 ハ リ シ者68名 、EPチ総 患者 ノ6.2%ハ 氣 胸以

外 ノ観血的手術 ノ適磨症 トナルモ ノナ リ。

第 三 氣胸患者中 ノ52.9%ハ 治 癒 シ、2+.7%

ハ死 亡 シ、21.2%ノ ・豫後未定、1.2%ノ ・清息不

明 ナ リ。(治 癒率 ノ項参照)反 之氣胸作成 不能者

ニテハ、治癒 セル者8.8%、 死 亡者32・4%、 豫

後 未定 ノ者54・4%、 清 息不 明者4.4%ナ リ。彼

此 テ参 考 シテ氣 胸作成 ハ肺結核 ノ治療法 トシテ

相 當 ノ意義 テ有 スル モ ノナル事 ラ知 リ得 ベ シ。

第 四 臨 休上 ノ所 見 二加 フルニ勢働可能率 テ参

考 シテ治癒数 果 テ見 ル時ハ、氣胸患者 ヨリ52・9

%ノ 就 勢務 者 ヲ出 シタルニモ拘 ラズ、氣胸作成

不能 二終 リシ適慮症患者 ヨ リ僅 カニ8・8%ノ 就

勢務者 ラ出 シタルニ過 ギズ。即 チ人工氣 胸患者

ニ テハ輕快後勢働 二堪 ユル者 ノ甚 ダ多 キ テ見 ル

ベ シ。此鮎 ハ國家産業上 ヨリ見 テ大 ナル利盆 ト

云 ハザルベ カラズ。

第五 比較 的短 日月間 二開放性患者 ラ閉鎖性 ト

爲 シ周圃 ヘ ノ結核 傳染 危瞼 ラ断 ツテ以 テMaffi(622)

ガ既 二本療 法創始期 二云 ヘルガ如 ク外來 ノ開放

性 患者 二之 テ行 ヘ バ患者 ノ隔離所 又 ハ保 養所 ト

洞様 ノ機能 テ登揮 シ得 テ、結核豫防上重大 ナル

貢献 ラ成 スモ ノト云 フラ得 くごシ。

第六 結核 二封 スル特殊療法 ノ存 セザル今 日一

テノ、徒 ラニ保存的療 法 二嫁 ル事 ナ久 療養 ノ資

力 テ有 セザル階級 ノ適慮症 テ有 スル患者 二向 ツ

テハ、上記 ノ諸理 由 二由 リ多少強制的 二本療法

テ施 スモ余等 ノ統 計的蹄結 ヨリ見 テ學 問上過誤

テ生 ズル事 ナ シ。

第七 本療 法 ニ ヨリ永緬的数果 テ牧 メンガ爲 ニ

ハ可 ナ リ長期 二亙 ル本療法 ノ纏績 テ要 スルガ如

シ 。

第八 本療法ガ肺結核 二封 シテ病理學的ニモ完

全治癒 ノ敷果 テ有 スルヤ否 ヤハ今後筒撒10年

二亙ル多数患者 ノ永 キ経過 テ観察 シタル多数學

者 ノ報告テ侯 ツ テ始 メ テ下サルベキモノニシ

テ、人]二氣胸療法 ノ治癒数果二關 スル終局的断

定ハ、余ハ余等 ノ患者二於 ケル再登率ガ意外 二

多撒 ナル鮎 ヨリ考ヘテ之 ラ他 日二保留セントス

ルモ ノナリ。

本統計作成 二關 シ指導校閲 テ蒙ム レル所長三戸

傅士拉 ピニ氣胸施術二協力サレタル同僚諸氏二

満腔 ノ謝意テ表 ス。

(本論文 ノ要旨 ハ昭和6年4月 第9同 日本結核

病學會糖會二於 イテ登表セリ。)

第1表 適慮率

患緻 繋鰭轟篤
自大正15年12.月至昭
和6年1月 牧容患者

1106

適 磨 患 者212

手 術 慮 諾 者1153

19.2

13.8

手 術 拒 否 者}59 5.3

第2表 有数氣胸作成率

I

i患醐

被施術者153名
二i封スル百分率

(%)

牧容患者1106名
二封スル百分率

(%)

被施 術 者 153

有数氣胸作
成可能者

85 55.5 7.7

有数氣胸作
成不能者

68 44.5 6.2
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:第3表 甲 気胸手術前後 ノ臨休的墾化蛇二輪臨表(有 数氣胸作成患者)

臨休的及ビ「レントゲン」所見中ノ1.2.3.4.5ノ 数字順二右肺上中下左肺上下葉 ヲ示シ侵サ レ

タ程度ノ張 キ部 ヲ先ニス

○氣胸完了者
×患者自己 ノ事情 ヨリ中絶セル者

氏名刷
胸 部 所 見

臨 向自

・▲■ 璽 ■
4(濁 、氣管枝呼吸者、中水泡音及

(笛聲音ノ5.(濁水泡音、笛聲音)
1(呼 気鏡長、濁、僅少ノ小水泡音)
3(輕 、濁、呼吸音弱)

幻 ■ 璽 ■ ・(濁、水泡音)

3× ■2T■4・5(濁 沖 水泡音)

)弱音吸呼濁塒}
似

5△■爆 ■11翻 儲 親譲奢檸

6・■ 爆 ■ 既簾 編 編踏 呼吸翻)

7×■ 鞭 ■ ・Cry,水 泡音川 水泡音)

8×
■爆■1轟 覇藩 論2麟

9▲

10×

11×

120

1.2(濁 、小 水 泡 音)3(呼 吸 音 弱)

1(輕 、 濁 、 水 泡 音)

1(濁 、呼吸音粗、水泡音)2.3(水

泡音)4(澱)

13028歳

4(濁 、水泡音、呼吸音弱)

一4(濁 、小水泡嵐 呼吸音弱)
3(僅 少ノ小水泡音)

・4△■ 爆 ■ ・・難 風 水泡音)

・5×■ 爆 ■ ・・2・3(濁:中水泡音)4(輕 濁)
'

16×■ 羅 ■ ・(嵐 水泡音)蹴 濁)

蒸i幣 ■ll郷 中水泡音)3(,呼 吸音

18×

19×

0△

4(鼓 、 濁 、水 泡音)3(濁 、水 泡音)
1(濁)

1(濁 、呼吸音粗、僅少ノ水泡音)

4(濁)

29歳
1(鼓 、 濁 、水 泡音)

「レ・ ソ ト ゲ ソ
1的

癒 着 弧 ク氣 胸 腔 小4.5.1.n

第 一 肋 骨 二輕 度 ノ癩 者 ア ル ノ
ミ1.2.3.4

第 二 肋 骨 二瀬 著 アJレモ氣 胸 腔
大 、4(空)5.1.2.3

横 隔 膜 ノ癒 着 スJレモ氣 胸 腔 充
分1.2(空)3.4

第三及ビ五肋骨 ノ癒著 アルモ
氣胸腔大1.2(空)3.4

癒 着 ナ シ1(空)2(空)3.4

41、空)3.1.2.5癒 著 ナ シ

氣
胸
程
度

手

術

式

患

側

型

1(空)2.3.4癒 著 ナ シ

手 術 日

年

大正部滲 左切
15

・塘

2(空)3.1.4撞 著 ナ シ

1.2.3.4第 一第 三 ノ肋 骨 二癒

著 アル モ 氣胸 腔 大

1.2.3.4.5.1.皿.皿.IV月 力骨 二癒

着 氣 胸 腔 ハ 下 部 ニ ノ ミ作 プ ル

4(空)3.2.1.1』 肋 骨 及 ビ横 隔

膜 二癒 著 ア リ氣 胸 腔 中 等大

4、3。5.2.1癒:著 ナ シ

1(空)2.4.3.5癒 著 ナ シ

院剛右

切

一
切

左

一
右

完

完

部布切

1(空)2.3.4上 葉 及 ビ横 隔 膜

ノー 部 二癒i著 ア リ気 胸 中等 大

1(空)2.3.4癒 著 ナ シ

1(空)2・3.4上 葉 及 ビ横:隔膜
二癒 著 ア リ氣 胸 充 分 ナ ラ ズ

4(空)5.3.2諸 所 二癒:著 ア リ

氣 胸 腔 小

1(空13.4.2癒 着 ナ シ

1(空)2.3上 葉 部 二癒 著 アJレ
モ氣 胸 腔 大

一
完

一
完

「

完

一
切

一
切

一

切

「
右

一
左

一

右

一
増

一
滲

一

塘

一
先

一
党

一

一
切

一
切

一

一
右

「
右

一

一
培

一
壇

部培右切

部

一
部

一
完

切

一
切

一
切

左

一
左

一
方

培

一
培

一
滲

部

一
党

一
部

一
部

一
党

一
部

切

一

切

一

切

一
切

一
切

一
切

右

「
右

}
右

「
左

一
右

一
右

塘

一
増

一
滲

一
滲

一
増

一
滲

15

昭和
1

大 正
15

15

昭和
2

2

0
召

0
ヨ

2

2

0
ヨ

0
召

0
召

0
劃

0
召

2

2

2

2

月

12

12

12

12

12

1

1

1

2

0
ヨ

2

3

4

4

4

5

5

5

5

5

日

13

4

28

21

23

14

28

28

21

4

25

4

8

15

30

6

6

13

13

20
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△一般症状叉・・氣胸反封側 ノ培悪 ノ爲中止セノレ者

▲肋膜癒著ノ爲瓦斯補充不能 トナリ中止セル者

X線 所見・・陰影 ノ限界不分明ニシテ肺炎ノ如キ者ヲ假 リニ滲出型1・シ限界 ノ明瞭ナ)レモノヲ培

殖型 トシ臨抹上 ノ所見ヲ加ヘズ。

瓦斯 補 充
最 終 日

年

ロエ
↑
0
図

刀
ロ

4

9
ヨ

3

2

5

の
召

今0

3

3

4

月

1

12

3

8

7

12

10

7

1

12

2

4

12

6

5

一

4

一

2

3

0
召

3

0
ヨ

0
0

0
ヨ

7

6

3

8

11

7

日

31

23

24

3

12

　

氣日 補
充
同
藪

胸
期
間
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4(強 、気管波音、水泡音)

1(鼓 、 濁 、水 泡音)3(濁)

4(輕 、 濁 、 呼 吸音 粗)
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巴
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2・歳1・(濁 ・水泡音)4(呼 吸音弱)

21歳1燭)4・ 濁 、 笛 聲 音 〉

20歳一一一

19歳

19歳

一一

20歳

L濁 、粗、僅少ノ水泡音)

4燭 、水泡音 ・1(呼吸音弱)

]燭 、呼吸音弱、笛聲音唾(呼 吸

音弱!2.3〈呼吸音弱、笛聲音)腹 部
膨満抵抗

1(水 泡音ジ
ー

1燭 、水泡音)

1・ 鼓 、 濁 、水 泡音)2.凱 水 泡音)

4・ 輕、 濁、 水 泡音)

21歳

●

19歳

13歳

27歳

24歳
一

18歳

15歳

4(濁 、 呼 吸音 弱、 水 泡 音 ・

1(呼 気 鏡 長)

1(濁 、 中水 泡 音 ノ2.鼠 紙 厘 音 、 笛

聾 者)

1.2(輕 、濁、呼吸音弱、僅少ノ水

泡音)腹 部歴痛抵抗

22歳

1(呼 気鏡長、濁、衝撃音)

1(濁 、呼気鏡長、小水泡音)
4(呼 吸音弱)

27歳

18歳

17歳

一『

4(濁 、僅少 ノ水泡音)5(濁 、呼吸

音弱)1(濁 、呼吸音粗)

1.2.3(濁 、1呼吸 音 粗 、水 泡 音)

1・輕 、 濁 呼 吸 音 弱)
一

1・濁、呼吸音弱、僅少ノ水泡音)
蓬(呼吸音弱)

1r濁 、 呼 気鎗 、 水 泡 音)

20歳2.3(濁 、 呼 吸 音 弱 、音 聾 震 盈 弧)

4(水 泡 音 ノ1(濁 、 呼 気 鏡)22歳

4(濁 、 中水 泡 音,26歳

15歳

4ぺ濁.小 水 泡 音 、 笛 聲 音)

δ ボ呼 吸 音 弱)1噸1濁 、 呼 吸音 粗)

4ζ 濁 、 小 水 泡 音 ・
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26歳

30歳
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1.ツ 濁 、 水 泡 音 、 呼 吸音 易易)

3(濁 、 摩 擦 音)

1(濁 、 水 泡 音)2(濁)3(水 泡 音)

1.2(濁i水 泡音)4(呼 吸 音 弱)

4(鼓 、 濁)5(濁 、 呼 吸 音 弱)

1.2.3(呼 吸 音 弱)

4.5(濁 、 水 泡 音)](呼 吸 音 弱)

1(濁 、 小 水 泡 音)2.3(小 水 泡 音)

4.5(濁 、 水 泡 音)

1(濁)4(濁 、 水 泡 音)5(濁)

1・2(濁 、水 泡 音)4(濁 、 笛 聲 音)

4(濁 、 水 泡音 、 呼 吸音 弱)

5(濁 、 呼 吸音 弱、 摩 擦 音)

4(水 泡 音 、粗)r(濁 、水 泡 音)

4(濁)

1(濁 、 小 水 泡音)2.3(濁)

1.2.3(濁 、 呼 吸音 粗 、水 泡 音 ・

4(濁)

1(笛 聲 音)2.3(濁 、水 泡音 ノ

4(呼 吸 音 弱、 水 泡音 略(濁 、呼 吸

音 弱)

1(濁 、 呼 吸音 粗 、水 泡 音1

3(濁 、h平潟反音 易易)

4.5、 濁 、水 泡音)1i呼 吸 音 弱

1(濁 、水 泡音1

4(鼓 、 濁、 水 泡 音 ノ5(呼 吸 音 弱 、

水 泡 音)

4(中 水 泡音 、濁)5(濁 、小 水 泡 音F
li濁 、 僅 少 ノ小水 泡 音)

1(小 水 泡 音 呼 吸 音 一般 二弱 ン

1C水 泡音)

1.2(濁 、 水 泡 音1(僅 少水 泡 音)

4(濁 、 呼 吸 音 粗 、 水 泡 音 ノ

1.2「濁 、 水 泡音>4.5(呼 吸 音 易易)

1.2.3左 肺 門

1右 刀市1ヨ1ヨ、 産 月市『筆『!

1.2.3

5.4右 肺 門

右 肺 門 、3.1左 肺 門

4.5.1.3

1.2左 肺 門

4.5右 肺 門

4.5右 肺 門1

1.2.4

4.5右 肺 門

左 肺 門 、4、右 肺 門

4.5.1右 肺 門

1.2.3左 肺 門

1.2.3.4

3.2.1左 肺 門

4.5右 月市Pl]

3.2.1左 肺 門

4.5右 肺 門

1.2.3左 月市『聾1

4.5.3

4.5右 月市P冠者区

右 肺 門 部 、 左 肺 門 部

1右 肺 門 部 左 肺 門 部

1,2.3.4

4.5右 肺 門

1.2。4

塘 右

増 右

培 右

壇 左

増 右
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滲 右
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64

65

66

67

68

1.2(呼 吸 音 弱)

4.5(濁 、 水 泡 音)

音吸呼セ濁a2)音泡水小カ濁(
、
ノ

ー
弱

i4(水 泡音

25歳

包、9呵3珍鋭気呼も音泡水も
。"
珂
、
》
重(

)
1
音

1.2.3右lj市P『

4.5.1右 乃市13『1音K

1.2.3∠i三 月市11弓音K

4右 肺門

滲 右

滲 左

堰 右

滲 左

1。2.3左 肺 門 滲 有

刺

切

切

刺

」置束

第4表 甲 患側別ニヨル男女倣

「
総 患者 藪

男 女

i患 者 鍛:
1

被 施 術 者

右 側

左 一1但

153

100

53

100

69

31

百分率(%)1患

65・4
-1

69.oi

ら

者 刎 百分率(%)1

5334.6

31

58.5 22
レ3・ ・O
l41.5

:第4表 乙 性別ニゴル患側数

総 患 者数
右 側 左 側

儲 酬 百分率(%)患 者 酬 百分率(%)

被 施 術 者11531100 65.4 53 34・61

男 100 69 69.0 31 31.0

女 53

一一 一

31 58.51 22 41.51

第5表 合 併 症
「

有数気胸患者85名 中

患 者 数 百 分 率(%)

1.氣 胸 作成後肋膜浸出液ヲ詮明セノレ者157 43.5%

2.膿 胸 0 0

3.:瓦 斯 栓 塞 或 ・・肋 膜 「シ ョック」 0 0

4.肺 穿 孔 0 0

5.皮 下気腫 3 3.5

6・ 縦 『1扇蟹;氣月重1 0 0

7.気 胸殿 欄 ノ増悪116 18.8

第6表 喀 血

有数気胸作成可能者85名 中一 一 有数気胸作成不能者68名 車一一

患者敬1百 分 率(%) 患 者数1百 分 率(%)

施 術前喀血病歴ヲ有スノレ者一 一 一F一 55 85名 二i封 シ テ64.7 43 68名 二 野 シ テ63.2'

喀血病歴患者中気胸施術後
喀血ナキ者

49 55,,89.1 25 43,,58.1
一

喀血病歴患者中気胸施術前
1ケ 月以内二喀血セル者

22
.一

55,,44.0 14 43,,32.6

氣胸施術前1ケ 月以内二喀
血アリテ施術後喀血ナキ者

16 22,,72。7 3

　 -一 一 一_ 一『

54

14,,21.4
{1

気胸施術前1ケ 月以内二喀
血ナキ者

65

一

85,,76.5 68,,79.4

気胸施術1ケ 月以内二喀血
ナクシテ施術後喀血セル者

1 65,,1.5 15 54.,27.8

[
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第7表 喀疾中ノ結核菌

氣胸施術前ノ開放性患者

氣胸施術前ノ閉鎮性患者

一
有数氣胸作成可能者85名
中

有敷氣胸作成不能益68名

中

患者籔
β

百 分 卒(%) 患者藪 百 分 率(%)

放性患者}46 85名 二封 シテ54.1 36 68名 二i封 シ テ52.9

胸施術後閉鎖性 トナ リシκ 35 46,,76.1 0

鎮性患者 39 85,,45,9 32 68皿,:-47.1
一一『

18.8胸施術後開放性 トナリシ者 3 39,,7,7 6 32,, }
1

第8表 禮 重

有数氣胸作成可能者85名
中

一一一
有数氣胸作成不能者68名
中

患 者 徽 百分傘(%) 患 者 激}百 分率(%)

氣胸施術後開重増加匂 レ者 5] 60,037 1 54.4

氣胸施術後膿重減少セノレ者 25 29'4刊 23 33.8

氣胸施術前後 ノ慌重屠減著明ナラザル者 一 9-一

一

10.6-一 一一一一一 18 11.S

第9表 熱

氣胸施術前ノ無熱患者

無熱患者中氣胸施術後有熱 トナリシ者

氣胸施術前ノ有熱患者

有熱患者中氣胸施術後無熱 トナ リシ者

有熱患者中氣胸施術後下降ノ傾向 ヲ示セル者

氣胸施術後一且無熱ヌ.ハ下降 シ後上昇セル者

有熱患者中氣胸施術後爾上昇匂 レ者

氣胸施術後二於テ憂化著明ナラザル者

有敷氣胸作成"∫能者85名
中

患者数 百 分 率(%)

8

一
〇

一
77

一
43

一
17

一
4

一
3

一
10

85名 二i封 シ テ9.1

85

一
77

,,

0

90.6

5.5.8

22.1

5.2

3.9

13.3

有敷氣胸作成不能老68名
中

患者鍛

26

一
-

一
42

一
2

一
〇

一
〇

40

百 分 傘

68名 二 封 シ テ38.2

26,,

68,,

42,,

42

__「_1

者68名

(%)

テ38.2
一

3.8
一

61.8
一

4.8

r

一

一

一

95.2

第10表 患者退所時 ノ輔錦
一1

有敷氣胸作成可能都5名中 有数氣胸作成不能者68名 中

1患 者 徽
1

百 分 率(%) 患 酋 刎 百分 卒(%)
輕 快 退 所 者 5ろ 64・7113119・1

一

未 治 退 所 者 8 9.4}12
「

一

17.6

未治入所中ノ者 10 11.8

㎝ 一『

25

.

36.8
,

死 亡 者 12{14.1 1S!26.5
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第11表 患者ノ輻蹄(退 所後 ノ経過 ヲ含ム)

有数氣胸作成可能者85名 中 有数氣胸作成不能者68名 中

患 者 倣 百 分 率(タ6) 患 者 数 百 分 卒(%)

治 癒 者 45 52.9 16 8.8

未 治 者 18 21.2 37 54.4一 一
死 亡 者 ,21 24.7 22 32.4

清 息 不 明 者 1 1.2 3 4.4

第12表 甲 有敷氣胸患者ノ経過年倣別輔掃表

維 過 年数

4年 以 上

3乃 至4年

2乃 至3年

1乃 至2年

1年 未 漏

総 計

氣 胸 施 術

85名 二

患者藪封スル
%

8

25

21

20

11

85

9.4

29.4
一

24.7

23.5

12.9

勢働 可能 未

患噸 釜泣融
414・71

10

12

11・8L4

14・1i 2

治

S5名 二

封 ス ル
%

1.2

4.7

2.4

死

患者数

り0

0

7
・

1

亡

i85名 二

i封ス ル

%
13
.5

11.8

8・2i

清,自 、不 明

16

》
♪

18.8

3.5

3

n6

S
一
1

3.5

9.4

-

一
〇

患者倣

45 52.9 21.2

0

一
-

一
〇

0
忍b1

0

21'1一.1.7

〇

一
〇

1

者患
ニ
ル

名

ス

85

封

%

0

1.2

0

o
互

鴇

再 登

患者数
85名 二

封 スル
%

3 3.5-

3 3.5

1
一

1.2

1
-_一

1.2

0

一『

0

8 9.4

第12表 乙 有数氣胸作成不能,患者ノ経過年数別輔蹄表

医 胸施術ゆ 働可能 未 治 死 司 鵬 不明 再 登 …

維i過 年 数 患者数
i

68名 二

封 ス1レ
%

168名 二
患者獺 スル

168名 二
患醐1努 スル患者藪

68名 二l

i封ス ル

%
患者数

`

6S名 二

劃.ス,レ

%

患者数
68名 二

i封ス ル

%

4年 以 上16 8.8 1 1.5 111・514 5.9 o}o 0 0

3乃 至4年 12 17.6 0 0 4 5.9
,

7 10.3 1 1.5 2 2.9

2乃 至3年 12 17.6 4 5.9 3 4.4 5 7.4 0 0 0 0

1乃 至2年 18 26.5 1 1.5 9 ]3.2 6 8.8 2 2.9 0 0

1年 未 満 20 29.7

一『-

010 レ 20 29.7 0 0 0 0 0 0一

総 計一 一
68 618.8 37 54.塗「22 32.4 3 4.4 2

一一
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